
 ロ ー ベ ル ト・ヴ ァ ル ザ ー に お け る 通 俗 小 説 とメ ル ヘ ン の 再 話 に つ い て

            ― 対 句 法 に 関 す る 試 論 ―

                            吉 田 孝 夫

1.日 常 的

 「屋 根 裏 部 屋 に 棲 む 孤 独 な 貧 乏 詩 人 」とい う一 種 の 「伝 説 」1が 、一 人 の 作 家 を とりま い

て い る 。スイ ス の 山 野 湖 水 、都 市 の 街 路 を 好 ん で 散 策 した 彼 が 、さ ら に 自 分 の 文 学 を 「日

常 の 工 房eine Werkstatt des Allt臠lichen」2と 呼 ん で い る とな れ ば 、これ は も う当 の

「伝 説 」に 組 して し ま い た くな る 。市 井 の さ さや か な 情 景 を 、繊 細 な 感 覚 を も っ て つ つ ま し く

描 い た 作 家 がmベ ル ト・ヴ ァル ザ ー(1878―1956)で あ る と。

  一 匹 の 猫 が 、名 人 さ な が ら生 け 垣 の うえ を 跳 び 越 え て い きま し た 。鶏 た ち が 、

  餌 をつ い ば み つ い ば み 淡 い 黄 色 の 野 原 の うえ を 歩 い て い きま した 。

  (sw8ao>

こうした 観 察 に っ い て ど の よ うな 感 慨 をも っ に しろ 、この 原 文 は 明 らか に 対 句 を 意 図 して

書 か れ て い る。散 文 で は あ る が 、試 み に 二 つ の 文 章 を 韻 文 風 に 並 べ て み る。

  Eine Katze setzte genial�er eine Hecke.

  H�ner gingen pickend�er die falbe Wiese.

mベ ル ト・ヴァル ザ ー の 著 作 か らの 引 用 は 、Robert Walser:S舂tliche Werke in Einzelaus―

gaben. Hg.v. Jochen Greven. Z�ich/Frankfurt a.M.1985/86.20Bde.(以 下SWと 略 記)に

依 つた。遺 稿 は 、Robert Walser:Aua dem Bleistifしgebiet. Im Auftrag des Robert Walser-

Archivs der Carl Seelig-Stiftung/Z�ich entziffert und herausgegeben von Bernhard

Echte und Werner Morlang, Frankfurt a.M.1985ff.:. (以 下BGと 略 記)に 依 った。
'Peter Utz:Tanz auf den R舅dern

. Robert Walsers))Jetztzeitstil((. Frankfurt a.M.1998.

5.15.
2SW16:201 .
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主 語 ―過 去 形―副 詞 ―�erの 前 置 詞 句 とい う文 章 構 造 は 全 く同 じもの で あり、脚 韻 を踏

ん で よく似 たリズムを くり返 して い る。これ は あた か も二 行 の エ ピグラム の ようで さえ ある。こ

の 文 章 の リズ ムは 、散 文 全 体 を一 貫 してい る。淡 々 と過 去 形 が うち つ づ く人 工 的 な リズ ム

を 目の 前 に す ると、ヴァル ザ ー をビー ダー マイアー 的 な 日常 性 と小 さきものへ の 愛 情 に 直

結 す ることは 控 えたくな る。先 の 引 用 の す ぐ前 に ある文 章 を、これ もまた こ 行 に 分 けて み

る。

  Auf einem Stegli dachte ich an ein Hedeli,

  unter einem T舅neli an ein Anneli.

  (小 道 のうえで 、ヘ デ リのことを思 い ました 、

  縦 の樹 の した で は 、エネ リの ことを。)(SW8:80)

スイス方 言 に よる四 つ の 縮 小 語 尾 と前 置 詞 句 が リズ ム を形 成 す る。また 「うえ 」と「した」と

の 対 照 性 が 演 出 され て い る。これ は 、たしか に あ りふ れ た 修 辞 に す ぎ な い だ ろう。それ ど

ころか 、こうした 珍 しくもな い 修 辞 の 反 復 は 下 世 話 にさえ感 じられ るか もしれ ない 。そ して

なお ヴァル ザ ー をそ の 陳 腐 の 地 平 か ら救 い 上 げ た けれ ば 、この ような散 文 性 を詩 的 遊 戯

一 般 に対 す るアイロニ ー とでも解 釈 す ることにな る
。しか しこの 作 家 を読 む た め に は 、さし

あた り、そ れ ほ どの 賢 しさを必 要 とは しな い 。彼 は まさに 下 世 話 な 地 平 を求 めて お り、そ こ

に 根 ざ した 語 りによって 、知 者 の 眉 間 に織 が 寄 るような箇 所 に こそ 、彼 の 文 学 の核 心 が は

らまれ て い る。なぜ なら、や が て論 じるように 、この 対 句 による組 合 せ 、さらに対 照 性 とい う

問 題 は 、ヴ ァル ザ ー の 「日常 の 工 房 」にとつて重 要 な意 味 をもって いるか らで ある。

 「日常 的allt臠lich」 とい う言 葉 は 、「月 並 みgew6hnlich」 、「通 俗 的trivial」 とい つ

た 類 似 の 表 現 としても登 場 す る。ヴァル ザ ー は ことさらに 、あるい は 下 世 話 にこの ような も

の を称 揚 して 次 のように言 う。

  毎 度 の ように 新 聞 に 出 て いるような 出 来 事 こそ が 、や は りい つ でも、い ち ば ん

  心 をつ か ん で 離 さない 。A並 み なもの は 、神 秘 に満 ち たもの を含 ん で お り、通

  俗 的 なものに は 、どこか 神 々 しい ところが ある。(SW15:26)

ヴァル ザ ー の 言 葉 に は い っ も、発 言 の 真 意 を疑 わ せ るような 作 為 性 と演 技 性 が含 まれ

て い る。しか しそれ をア イロニー とい う知 的 な 道 具 に よっ て解 釈 し、そ れ で事 足 れ りとして
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しまう前 に 、そ の ように 陳 腐 な 内 容 をあ えて 口に し、アイロニ ー であ るか の ように装 い戯 れ

な が ら、そ の陰 にな お 素 朴 な 真 意 を残 して いるとい う、この 詩 人 に特 有 の 呼 吸 に従 つて い

か な けれ ば な らな い 。は た して 、この 引 用 部 分 にみ える言 葉 を文 字 通 りに受 け 取 って み

れ ば 、「新 聞 に 出 て い るような 出 来 事 」に 「神 々 しい 」もの を感 じる という言 い方 か ら、ヴァ

ル ザ ー と通 俗 文 学 との 関 わ りに 思 い あた る。新 聞 も、通 俗 小 説 も、目常 を構 成 す る 「月 並

み 」な 言 説 の 支 配 す る舞 台 で あ る。1921年 にベ ル ン へ 移 り住 ん でか らの ヴァル ザ ー は 、

駅 の 売 店 で 売 られ て いるような 三 文 小 説 や 新 間 連 載 小 説 の陳 腐 な 物 語 をくり返 し取 り上

げ 、再 話 風 に散 文 化 して い た。

既 存 の 言 説 をな ぞ りっ っ 、い わ ゆ る独 創 性 か ら一 歩 退 いた 地 点 に お いて 展 開 す るヴァ

ル ザ ー の文 学 は 、二 次 性 の 文 学 と呼 ぶ べ き作 品 性 をもってい る。彼 は 、「日常 」とい うもの

を いくっ か の言 説 な い し筋 書 きの 束 として 思 い描 い てい た。後 年 の 回 想3に よれ ば 、ベ ル

リン分 離 派 のパ トロン的 存 在 で あ り出 版 人 でもあった パ ウル ・カッシ ー ラー の誘 いで 、第

一 次 大 戦 前 の い ず れ か の 年 に ヴァル ザ ー は
、気 球 飛 行 を体 験 した ことが あった。航 海 士

と若 い 娘 とを道 連 れ に した この 夜 間 飛 行 は 、ライプ チ ヒ近 郊 のビター フエル トか ら北 海 付

近 まで を飛 んだ とい う。眼 下 に展 開 す る 日常 の世 界 を 見 っ めな が ら、彼 は や が て この 世

界 を一 冊 の 書 物 として想 像 す る。

  心 を誘 う美 しい 深 み よ。もう数 えきれ ない ほ どの森 が 、野 原 が 後 ろへ 過 ぎて い

  つた 。いま は真 夜 中 。い ま固 い 大 地 の 上 の どこか で 、餌 食 を ね らう盗 人 が 忍

  び 歩 きして いることだ ろ う、盗 み に入 る者 があ り、その 一 方 でこの 下 で は 、す べ

  ての 人 が寝 床 の なか に入 つ てい る。幾 千もの 人 が 眠 るこの大 い な る眠 りよ。大

  地 が まるご とい ま夢 見 て いる。ひ とつ の 民 が 、苦 役 か ら解 かれ て しば しの 安 ら

  ぎ にひ た つて い る。娘 が 微 笑 む 。しか しこの 暖 かい ことは。まるで 、ふ るさとの

  ように 心 地 よい 部 屋 に座 り、母 や お ば 、兄 弟 姉 妹 と一 緒 に、あるい は恋 人 とと

  もに 、安 らか な ランプ の 灯 の もとで 、― 冊 の 美 しい 、しか しどこか 単 調 な 、長 い 、

  長 い 物 語 に 読 み 耽 つて いるような 気 が した。(SW3:83f)

感 傷 とキッチ ュに す れ す れ の ところで 、あ るい は そ の ような きわ ど い 箇 所 で こそ 、ヴァル

ザ ー は 自分 の本 音 をこめ てい る。そ れ は 疑 問 文 に装 われ て い ることもある。

aCarl Seeliga Wanderungen mit Robert Walser . Frankfurt a.M.1977. S.57f.
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  世 界 って何 か しら。うわ さ?お しゃべ り?(SW3:96)

  どれ だ け 望 み をか けて も、ひ とは 自分 の 殻 か ら抜 け 出 せ るもので は な い 。ぼ く

  たち は 多 か れ 少 な か れ 、夢 の なか の 人 影 、絵 、幻 、一 つ の 詩 な の で は な い の

  だ ろうか 。真 実 に美 しい 一 篇 の詩 は 、人 間 た ちよりも長 く生 きて い るの だ か ら。

  しか しこれ は 、実 際 ひ どく気 味 の 悪 い ことで は ある。(SW7:53)

世 は 一 定 の 言 説 の織 物 で ある。美 しい詩 であ れ 、三 文 小 説 の 陳 腐 な決 まり文 句 で あれ 、

そ の 言 説 を台 本 として なぞ るほか ない 、マ リオ ネットの ような 存 在 が 人 間 で ある。「通 俗 的 」

な もの は 「神 々 しい 」とヴァル ザ ー は言 う。彼 をこの 「日常 」に 引 き寄せ るの は 、「日常 」を構

成 す る 「詩 」な いし「物 語 」の 力 学 であ る。 自らも他 者 としての テ クストに 身 を委 ね るマ リオ

ネ ットで あ りつ つ 、しか し同 時 に、この マ リオ ネ ットの 演 技 を 眺 め るぎ りぎ りの観 察 者 的 距

離 を彼 は 保 持 して いる。気 球 の 上 は 、そ の 象 徴 的 場 所 で ある。テ キストとい う他 者 に 依 拠

して 自ら演 じなが ら、しか し同 時 にこの 自 己 と他 者 との 共 同 の 舞 台 を客 席 か ら鑑 賞 して い

る。

彼 が 眺 め る 「日常 」とい う舞 台 は 、対 照 性 の 力 学 に 貫 か れ て い る。「日 常 」の 物 語 は 、コ

ントラストの磁 場 としてあるとい うので ある。

  この 地 上 のす べ て のものごとは 、通 俗 的 な二 つ の側 面 か らで きて いる。陰 の よ

  うに 暗 欝 な面 と、陽 気 で 明 るい 面 と。(SW3:116)

ヴァル ザ ー が通 俗 的 な 三 文 小 説 に 深 入 りして い つた 理 由 は ここに ある。単 純 な コン トラ

ス トに貫 か れ た 、紋 切 り型 の 三 文 小 説 の 筋 書 きは 、よくも悪 くも、この地 上 の 範 型 であ るの

かもしれ な い。対 照 性 をは らむ 「日常 」が 、ヴァル ザ ー を対 照 性 の 表 現 に 誘 う。散 文 『二 人

の 男 』(1918)は 、文 字 通 り二 人 の男 の 対 照 化 に捧 げ られ て い る。しかもそ の 科 白の なか

でさらに 、対 照 化 す る文 体 を繰 り広 げ る。「日常 の 工 房 」とい う言 葉 に 誘 発 され た か の よう

に 、対 照 表 現 が 次 々 と導 き出 され てい くの で ある。一 方 の 男 が 、ヴァル ザ ー の 青 年 時 代

に擬 した 若 い 作家4に 向 け て 、彼 の 著 書 につ い ての 二 つ の 感 想 を伝 える場 面 が ある。

  「彼 女 は[…]そ してあ なた の御 本 を 日常 の 工 房 と呼 び 、こん なことを言 つて

aSW16:428 .(Anmerkungen vom Herausgeber)
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  い ま した。取 るに 足 らな い もの が あ まりにも多 い の に 対 して 、真 に 重 要 な もの

  が あま りにも少 な い ように思 え ると。彼 女 が 言 って いた ことは 、不 当 な判 断 で あ

  るとも、逆 にまつた く正 しいもの で あるとも思 いませ ん で した。[…]そ して また 、

  こう彼 女 に 申 し上 げ て か まわな い だ ろうとも思 いました。些 細 なものの なか にあ

  る偉 大 さとい うもの をわ た しは 心 か ら信 じて いること、そ してそ の 一 方 で 、偉 大

  で あ るように見 えた もの が 、しば しば 貧 相 で 凡 庸 なもの に成 り果 てて い ることが

  わか った のだ と。」(SW16:201f.)

この 発 言 の 内 容 自 体 に さした る重 心 はな い。男 は 、女 性 の感 想 をな す 対 照 法 に 挑 発 さ

れ た ように 、自らも二 つ の 文 章 のな か で 、陳 述 を二 つ の意 味 の極 か ら造 形 して いる。つ ま

り、この 文 章 を書 き綴 る ヴァル ザ ー 自 身 が 対 照 化 の磁 揚 に か らめ 取 られ てい る。言 葉 そ

の も の に 導 か れ るように 筆 を 前 へ 進 め て い くことは 、言 葉 の な か に 「あ る未 知 の 生 命

irgendwelche unbekannte Lebendigkeit」5を 感 じたい と言 つた ヴ ァル ザ ー が 求 め たも

ので ある。最 後 の 科 白で は 、極 まつた 対 照 性 が撞 着 語 法 に踏 み込 ん でい る。

ベ ル ン 時 代 に 顕 著 な 通 俗 小 説 の 再 話 を含 め 、ヴァル ザ ー の 二次 性 の 文 学 は 、この 「日

常 」とい うテ クス トをな ぞ つて いくもの で ある。そこで は 、対 照 化 す る作 法 が 重 要 な 核 にな っ

てい る。代 表 的 な例 を 取 り上 げ て 、この 修 辞 性 が ヴァル ザ ー にとって 意 味 す るもの を 明 ら

か に してみ たい。

2.通 俗 小 説

 私 は ― 体 い くつ の夫 婦 話 を書 いた ことだ ろう。(SW19:391)

生 前 の ヴァル ザ ー に は 、愛 読 者 と呼 ぶ ことので きるような好 意 的 な 存 在 は極 め て僅 か し

か い なか つ た。そ の な か の一 人 の 女 性 と手 紙 を交 わ して い た彼 は 、1920年 代 初 頭 の 頃

しば らく創 作 力 が枯 渇 した ことを 、ある書 簡 のな か で 打 ち 明 けてい る。そ ん な 時 ふ と手 に

した 、「駅 の 売 店 で30ラ ッペ ンもあれ ば 買 えるような 、愚 か しい 小 さな 本 」は 、彼 に す ば ら

しい 愉 しみ を与 えて くれ た とい う。6そして、彼 自身 が あ ちこちの 散 文 で 告 白してい るように 、

sSW20:429f .
sRobert Walsera Briefe . Hg.v. J�g Sch臟er unter Mitarbeit von Robert M臘hler. Z�ich

1979.5.240.(An Therese Breitbach, Mitte Oktober 1925)
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「まず 第 一 に そ のような本 をとに か く真 面 目 に読 み 研 究 して 、そ して第 二 にす ぐさま 、読 み

終 えた本 か ら自分 の物 語 を、つ ま り、な に か 剰 軽 で 冗 談 の きい た 、そ して 自分 のた め にな

る、陽 気 で お どけたもの を取 り出 そうとす る」7ようにな る。

 当 時 の 大 衆 的娯 楽 雑 誌 『絵 で み るスポ ー ツSport im Bild』8に お い て1929年 に掲 載

され た 散 文 『二 つ の 小 さな 小 説 に つ いて 』は そ の 典 型 的 なもの で ある。「30サ ンチ ー ムも

あれ ば 買 える小 さな小 説 た ちを、わ たしは あち こち で 読 ん で い る。これ らの 書 物 は80頁 強

ほ どの もの で 、深 い 注 意 をもって扱 うべ き書 物 で あ ると思 う」と書 き始 め る彼 は 、そ れ が ど

ん な書 物 で あるのか を示 して いる。

この 散 文 は 表 題 の通 り二 つ の通 俗 小 説 を再 話 して い く。ヴァル ザ ー の 文 体 がす で に 当

の 小 説 を粗 筋 化 して語 って い るの だ けれ ども、そ れ をさらに簡 略 化 す れ ば 次 の ような 内

容 にな る。「お 父さまPapa」 と「お 母 さまMamachenjに 二 人 の うら若 い 娘 が い る。この

家 族 の 平 穏 な 生 活 のな か へ 、― 人 の 「種 播 き人S舂ann」 が現 わ れ る。金 回 りが よく、

お 洒 落 で 恋 愛 の才 に長 けた この 男 は 、二 人 の 娘 を虜 にす るの だ が 、そ れ どころか 母 親 さ

え誘 惑 して しまう。や が て 二 人 の 娘 の うち 「才 能 が あ り、教 養 が あ り、重 要 な 人 物 で あ る

方 」が この 男 に よっ てホテル に連 れ 込 まれ る。娘 は 恐 怖 を感 じつ つ も、「彼 の 思 うまま にな

るほ か な い状 態 を 、興 味深 く」感 じて いる。しか し寸 で の ところで 娘 は危 険 か ら脱 し、母 は

手 切 れ 金 を払 って この 男 を追 放 す る。家 族 に は再 び 平 穏 が訪 れ 、「午 後 の 紅 茶 」を飲 み

なが ら思 い 出 にひ たつてい る。

他 の作 家 の 手 になる通 俗 的 物 語 で あることを、ヴ ァル ザ ー の 語 り口は 常 に意 識 化 す る。

まず 、この 再 話 の 元 にな った 依 拠 テ クス トの 表 題 は 、『涙 の 種 播 き人Le Semeur de

Larmes』 であ ると紹 介 され て い る。この表 題 の 謎 解 きをす るか の ように 、以 下 の再 話 は 展

開 す るのだ が 、しか しあ る意 味 で は 、フランス 語 を 解 す る者 に とつて は か な り想 像 の つ き

や す い 内 容 を 反 鯛 してい るに す ぎ な い ともい える。つ ま り、堅 実 な「弁 護 士 」の 家 庭 の 日

常 に、ある 日突 然 、身 分 怪 しき「優i雅なるな らず 者dem grazi6sen Spitzbuben」 が 現 わ

れ 、幾 多 の 波 瀾 を巻 き起 こす とい う実 に通 俗 的 で 紋 切 りな 筋 書 きに 基 づ い て 、波 瀾 と哀

しみ の種 を播 い てまわ る男 とい う、や は り通 俗 的 な 比 喩 を用 い て いるの で あ る。ヴァル ザ

ー は あ えて 表 題 に言 及 す ることで
、そ の通 俗 性 をか み しめ て いる。そ して さらに は 、表 題

がフランス語 であることを材 料 に 、この言 語 に まつ わ る「優 雅 」さの イメー ジ 、粗 野 な ドイツ

語 とのず れ といったクリシェを行 間 に書 き込 ん で もい る。9

'SW18:75f
.

sSW19:451 .(Nachwort des Herausgebers)
9ビ ールという

、スイスにおいてはドイツ語 圏とフランス語 圏が接 し合う地 域 に生 まれ育 ち、スイスとい
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筋書きの通俗性においては、一方の堅実な市民の家庭と、他方、定職をもたずあちら

こちらをさまよう「ならず者」とのコントラストが明らかである。一般に西欧の通俗 文学 にお

いては、貴族と市民との階層的差異が素材となり、その階層を越えようとする禁じられた

恋を物語ることが多いが、ヴァルザーが取り上げた小説においては、いわばそれを一段

階世俗化した形での対照性がみえている。10父母への呼び名は、ふしだらな「ならず者」

の領域とは無縁な家庭であることを示しっっ、また通俗的雰囲気を演出してもいる。さら

に、男の罠にかかるのは、二人の娘のうち「才能があり、教養があり、重要な人物である

方」であるという言い方も、通俗的物語 に典型的な展開を十分に意識したものである。そ

して、誘惑する男は「この芝居のなかで(im Spiel)不 運に遭うけれども動じない」と語るヴ

ァルザーの視点は、この「芝居」ないし物語全体を上から眺めるところにある。

重要なことは、ヴァルザーの文体が依拠テクストの紋切り型を道化的に強調し、陳腐さ

そのものを楽しむことのできる話に作り上げている点である。ヴァルザーは間髪を入れず

次の再話に移っている。裕福とはいえない市民の娘と、貧しい芸術家の若者の恋が、娘

の両親の反対にあう、というのも両親 は娘を上流階層の家庭に嫁がせたいのである。そこ

へ花柳 界の裕福な女が割 り込んでくる。結婚のために金を要する芸術家は、この女の高

価な首飾りを盗む。しかしその罪 は女の知るところとなり、彼は女 に問い詰められる。とこ

ろが密かにこの若者 を愛している彼女は、罪を非難するどころか、若者と熱い口づけを

交わすまでに接近する。しかし芸術家は貧しい娘を忘れることができない。隠された心中

をこの花柳界の女に打ち明けると、女は二人の結婚を実現するための金銭的な援助をし

てくれ、さらに、自分を崇拝する、よりにもよつて娘の伯父と結婚する。この伯父は女と同

じく裕福であり、要は、自分の姪である娘のために金を払わされたのである。

色恋とお金、市民と芸術家をめぐる、実にありふれた通俗的物語がここにもある。たしか

に先の「ならず者」の小説とは違つて、市民の娘と芸術化の若者の恋、安定を求める市民

家庭 の望みは、彼 らとは異質な世界 に属する高級売春婦のある種の助けによって大団

円を迎えている。しかし、ヴァルザーを再話へと駆りたてたのは、異質なものが対峙し合う

対照性の図式そのものであり、彼はこの散文小品『二っの小さな小説について』におい

う多言語社会に生涯の大半を過ごしたヴァルザーは、ドイツ語とフランス語の差異性とそれにまつわ
る一般的通念を強く意識していたところがある。ドイツ人はいつも「フランス語ができることを人に見
せられるのを喜ぶ」(SW10:54)といった感慨のほか、ドイツの粗野とフランスの優雅との対照性を扱
った滑稽至極な散文『パリ征服』(BG:135f.)がある。
10作者ヴァルザー自身の生涯が、まさにのらくら者的な、堅実な市民生活とは懸け離れたものであ
った。が、ここでヴァルザーの自己投影が行われているのかどうかについては触れない。
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て 、対 照 性 の 図 式 の果 て にある二 つ の 事 例 を 並 べ て み せ た の で ある。元 の 通 俗 小 説 を

貫 く「心 に 訴 える語 り」を称 賛 す るヴァル ザ ー は 、再 話 の なか で 通 俗 的 か っ 紋 切 り的 な 語

りを強 調 してい く。例 え ば 、「まさに 田舎 くさい」恋 愛 をす る恋 人 同 士 と、「サ ロン」の 洗 練 さ

れ た 芸 人 た ち や 高 級 売 春 婦 が 、貧 しき芸 術 家 の 若 者 を接 点 に して対 照 的 に 向 か い 合 う。

また 、売 春 婦 との結 婚 をしば し躊 躇 す る叔 父 は 、「叔 父 的 た め らい」をみ せ た とい う、い わ

ば 同 語 反 復 的 な 表 現 や 、芸 術 へ の 感 動 の あ ま り「彼 女 の 魂 は 朝 露 した た る草 原 とな っ

た」とい うような キッチ ュな 表 現 、そ して 口づ け をめ ぐる一 種 の 濡 れ 場 を挿 入 す ることも忘

れ て は い ない 。さらに 、盗 み の罪 を認 める芸 術 家 に 言 及 す る部 分 で の 、無 理 な 造 語 を交

えた 意 図 的 に 堅 苦 しくされ た 官 庁 文 体 、「彼 女 は音 楽 家 を求 めた が 、彼 を手 に 入 れ ること

は禁 じられ たIhren Musiker wollte sie haben;den verbot man ihr aber」 とい う

部 分 の 明 らか な対 句 調 、「以 前 に 信 頼 を 失 って い れ ば い るだ け 、時 に ひ とは 、その 後 で

信 頼 し合 うもの だMan vertraut sich manchmal, je miﾟtrauischer war, um so

viel mehr」 という格 言 を気 取 った 文 体 が み られ る。11

再 話 の 元 に なつ た 小 説 は 、またもや フランス 語 で 、そ の 表 題 を『口 づ け の なか の 許 し

Le Pardon dans un Baiser』 というらしい 。そ して 、続 く何 気 ない 、単 に響 きの 共 鳴 を 求

めた だ け のような結 び の 言 葉 は 、一 種 の 素 朴 な 同 語 反 復 の な か に 、ヴァル ザ ー 自身 の 文

学 性 を暗 示 してい るようにもみ える。す な わ ち 、一 定 の型 、一 定 の 物 語 に 支 配 され た 世 界

を語 る、ヴァル ザ ー の 二 次 的 反 復 性 をで ある。

  そ れ は 私 を 楽 しませ た ことで 、そ れ は 私 に は 十 分 な の で した 。(Indem sie

  血ch vergn�te, gen�te sie mir.)(SW20:318)

無 数 に あるヴァル ザ ー の 通 俗 文 学 の 再 話 にお い て 、依 拠 した テクストが 明 らか で ある場

合 は 実 の ところか なり稀 で あ る。上 の 散 文 もその 例 外 で は な い 。ヴァル ザ ー が 読 ん だ と推

測 され る、ドイツ語 とフランス語 で書 か れ た 当 時 の 三 文 小 説 群 は 、今 日で はす で に 失 わ

れ て しまったもの が 多 い 。もち ろん 、F・ゲ ル ステ ッカ ー(1816-1872)やE・ マ ー リット(18

25―1887)、H・ クル ト=マ ー ラー(1867-1950)と い った 当 時 の 著 名 な 通 俗 作 家 の 名 前

は しば しば 言 及 され て い る。12しか し仮 にそ れ と特 定 で きた 場 合 でも、ヴァル ザ ー は 依 拠

"SW20:316ff
.

12Andrea H�ner:Ei'
,welcher Unsinn liegt im Sinn?Robert Walsers Umgang mit

M舐chen und Trivialliteratur. T�ingen 1995. S.28.ヴ ァル ザーが依 拠した 、当時 の通俗 作

家の名 を列挙 している。
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テクス トをか な り自 由 に 翻 案 した り、複 数 のテ クストを組 み 合 わ せ た りして いる。また さらに

は 、通 俗 小 説 とい うジ ャンル そ れ 自体 を文 体 的 に模 倣 して み た りもす る。この ような 状 況

に お い ては 、個 々 の 依 拠 テクス トとヴ ァル ザ ー の 散 文 との 直 接 的 な 比 較 は そ れ ほ ど意 義

の あることで は な い と思 わ れ る。13

ヴァル ザ ー は 、通 俗 文 学 とい うテ クス トの 山 塊 か ら、それ を織 り上 げ てい る言 説 の 網 目を

浮 か び 上 が らせ る。す な わ ち対 照 性 の 網 目で ある。そ こには 、彼 の 意 図 に よるもの であれ 、

依 拠 テ クス トか らの 必 然 的 な結 果 で あ れ 、色 恋 と金 を め ぐる三 角 関 係 の 形 を 取 るもの が

実 に 多 い。先 の 散 文 もそ の 一 例 で あ る。三 角 関 係 とは 、た だ の痴 話 喧 嘩 として 読 め ばそ

れ だ けの ことだ が 、対 照 性 の 図 形 として 眺 めれ ば 、一 対 ― の コントラストの なか にもう一 つ

の 極 が 投 入 され ることに より、対 照 関 係 が 多 様 化 し、磁 場 がさらに緊 張 の 度 合 を高 める場

面 で ある。ヴァル ザ ー は そ こに 、コン トラストとシ ンメトリー に 関 わ る一 種 の 図形 的 な美 を感

じては い なか つた だ ろうか 。三 角 関 係 のな か で は 、当 然 のことなが ら嫉 妬 が うず まく。

  嫉 妬 よ、お まえ は なん と演 劇 的 な言 葉 で あることか 。

  (Eifersucht, welch ein theatralisches Wort bist du!)(SW19:387)

 「演 劇 的 」とい うこの言 葉 は 、芝 居 が か つた作 り物 とい う否 定 的 な意 味で 、ヴァル ザ ー 自

身 の 寄 生 的 な 文 学 性 とそ の 元 をな して いる三 文 小 説 の 通 俗 性 とを 、たしか に茶 化 す もの

で あ る。しか しそ うした 皮 肉 の そ ぶ りの 裏 で 、ヴァル ザ ー の 二 次 性 の文 学 に とつて核 心 的

な 事 柄 が ささや か れ て い る。っ まり、三 角 関係 の力 学 に 貫 か れた ヴァル ザ ー の 「日常 」と

は 、ある物 語 、ある演 劇 の 筋 書 きをな ぞ る舞 台 で もある。ヴァル ザ ー の 散 文 の 根 本 的 な 演

劇 性 につ いて は 、別 の 稿 に お い て 論 じることにな るだ ろう。

三 角 関 係 の 図 式 を示 す 典 型 的 な 作 品 は 、1952年5月 のBerliner Tagblatt誌 に 掲

載 され た『小 説 的 なもの 』で あ る。「小 説 的 なもの 」の 如 何 を知 るた め には 「必 須 と思 わ れ

る」物 語 がここで 再 話 され て い る。定 職 をもた ぬ 「の らくら者 」、素 行 不 良 であ るが しか し自

己 嫌 悪 に苛 まれ て い る男 と、「一 種 の 功 名 家 」に して 自分 の 「品行 方 正Jを 信 じきつた男 と

が 、一 人 の 女 性 をは さん で 向 か い 合 う。また もや 、異 質 な 社 会 的 領 域 に 生 きる二 人 の 人

物 が 登 場 し、水 と油 の ように 対 立 す る。そ して女 性 は とい え ば 、不 良 気 の あ る、しか し知

的 な男 の 方 、ヴ ァル ザ ー の 言 葉 で は 「優 越 」した 方 に、否 応 もなく惹 か れ てお り、つ い に 実

直 な男 を拒 み 続 け る。しか しそ の 一 方 で 、「の らくら者 」の不 良 男 は 、さらに別 の 女 性 との

131bid .S.31. Vgl. auch SW20:448.(Nachwort des Herausgebers)
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情 事 をす ご してい る。つ まり、

 彼 は 二 人 の女 に 愛 され てい た。そ の 一 方 で 誠 実 な 方 は 、誰 にも愛 され ず 、うろつ

 い てい た。人 生 とは こん なもの だ。(Er wurde von zweiell geliebt, w臧rend

 der Redliche ungeliebt umherlief. So geht's im Leben.)(SW20:396)

ここにもまた 、対 句 と格 言 を気 取 つた 文 体 が ある。そ の 他 、男 女 の 向 か い 合 う感 傷 的 な

場 面 に 「夕 陽 が燦 然 と輝 きなが ら沈 ん で い つた 」とい うキ ッチ ュな ― 節 や 、不 良 男 の 脳 裏

をか けめぐる思 い は 、「彼 の 召 使 であ った り、主 人 で あつた り」し、「ある時 は 彼 を解 き放 ち、

また ある時 は 屈 伏 隷 属 させ た 」、とい うような 対 照 性 と撞 着 性 を は らむ 表 現 が 散 見 され る。

対 照 性 の 造 形 のた め に は 、bald/bald、 w臧rend、 indesと い つた 単 語 が格 好 の枠 組

み を与 える。そ して 対 照 的 な文 体 は 、格 言 風 の 言 い 方 に とっ て最 適 の 修 辞 法 で もある。

陳 腐 であることを重 々 知 りっ つ 、ヴァル ザ ー の 通 俗 小 説 の 再 話 は 格 言 を、そ れ もしば しば

結 び としてもつてい る。14通俗 的 な 言 説 の 存 在 そ のもの を享 楽 して いるので あ る。

「小 説 的 なものdas Romanhafte」 の 手 本 で あるとい うこの 通 俗 小 説 に お い て 、あて ど

もなくさまような らず 者 の男 は 、まさに「小 説 的 な 男Romanhaften」15と 呼 ばれ て いる。二

人 の 女 のあ い だを 渡 り歩 い て、二 つ の 三 角 関 係 の 核 とな る彼 は 、通 俗 的 な 筋 書 きの た め

に 、とい うよりも、そ うした筋 書 きか ら織 り上 げ られ た 言 説 的 世 界 をな ぞ るヴァル ザ ー 的 文

学 の た め に 、不 可 欠 の人 形 で あつた。

この ような 散 文 を雑 誌 の なか で 読 む 読 者 は どの ような 感 慨 をもつた の で あろうか 。新 聞 ・

雑 誌 の 政 治 的 性 格 や 、出 版 され る国 の 事 情 に 合 わ せ て 、ヴァル ザ ー は 散 文 の 内 容 を考

慮 したことが推 測 され て いるが 、16ここで 取 り上 げ た 二 つ の 散 文 のうち 、前 者 は 大 衆 雑 誌

に 載 つたもので あ る。っ まり、まさに通 俗 的 な 言 説 の 集 積 す る空 間 の な か で 、さらに そ れ

を反 鯛 して み せ るとい う二 重 性 をもって い る。通 俗 的 物 語 を なぞ って 享 楽 しつ つ 、同 時 に

そこか らぎりぎ りの 距 離 を取 つ てい るヴァル ザ ー の 文 体 に 、一 般 の 読 者 は 気 づ い た であ ろ

うか 。一 度 読 め ば もうそ れ で 目に す ることの な い の が 新 聞 ・雑 誌 の宿 命 で あるだ け に 、こ

の 極 めて 目 立 ち にくい遊 戯 性 は 、明 確 に 自 覚 され ることは な か っただ ろう。ち な み にこの

種 の 散 文 は また 、Prager Presse、Prager Tagblatt、Berliner Tagblatt、 Simpli-

cissimus、 Neue Z�cher Zeitung、 Frankfurter Zeitungと いった 当 時 の 代 表 的 な

14Z
.B. SW20:366,373 und 379.

is SW20:395
.
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出 版 媒 体 に掲 載 され て い る。これ はO・ ピックやM・ ブ ロー ト、E・コロデ ィといった ヴァル ザ

ー の 数 少 ない 理 解 者 た ち が編 集 に携 わ つてい たことに拠 るところが 大 きい
。

ヴァル ザ ー は 、自分 の 「通 俗 」的 散 文 が 置 か れ て いる二 重 性 を意 識 してい た。とい うのも、

この 二 重 性 自 体 をす で に 自らの 散 文 の 内 部 で 演 出 して い るので ある。例 え ばK�liや

T�fiと い つた 牧 歌 的 な名 前 をもっ 登 場 人 物 が 出 てくる通 俗 的 物 語 の 再 話 があ る。そ れ

を再 話 す る 「私 」は 、「縦 の 樹 の 小 枝 のな か で 、憧 れ の唄 をさえず る森 の 小 鳥 た ち」が み え

る、実 に 牧 歌 的 な 風 景 のな か に陣 取 って いる。17また 、ある別 の再 話 にお い て は 、通 俗 至

極 な 一 冊 の 小 説 を、「草 木 や 花 に お お われ た 大 地 」、「さえ ず るナ イチ ンゲ ー ル 」が とりま

く「田 舎 家 」で 読 んだ と記 してい る。18さらに別 の散 文 小 品 は 、劇 中 劇 な らぬ 、通 俗 話 の な

か の通 俗 話 とい う形 を取 って い る(ち な み に ここにもまた 三 角 関係 が 現 わ れ る)。19再 話 さ

れ るキ ッチ ュな 物 語 を とりまく舞 台 を 、重 ね てキ ッチ ュに描 き、いわ ば 入 籠 の 構 造 をとって

いる。これ は 一 面 にお いて 、二 つ の 話 を虚 構 の なか へ まとめ て葬 り去 って しまうように み え

る。しか しそ れ とは 逆 の 考 え方 もで きな いで は ない 。っ まり、これ は通 俗 的 で ある、これ は

虚 構 で あ るな どと、通 俗/高 尚 や 虚 実 の 区別 を信 じ込 ん で いる 自 己 完 結 した 思 考 を越

えて 、これ を相 対 化 す る一 つ の 場 所 に ヴァル ザ ー は身 を置 い てい るの で ある。そ の 場 所

で は 、虚 構/現 実 、通 俗/高 尚 といつ た 区 別 そ のもの が 、既 成 の クリシ ェ的 言 説 として 、

作 りもの の 正 体 を露 わ に す る。ヴァル ザ ー は 、物 語 の 重 層 の 場 そ のものを 眺 め てい る。

通 俗 的 で 「陳 腐bana1」 で あることを 、「現 実 的 的wirklichkeitlich」20と い う言 葉 に ヴ

ァル ザ ー は 託 して い る。先 に引 用 した 「演 劇 的theatralisch」 とい う言 葉 と同様 に 、これ

もまた言 説 の 織 物 として の 世 を見 事 に 形 容 して いる。単 に 「現 実 的wirklich」 と言 った

の で は 、先 の 虚 実 の 区 別 の 図 式 に とらわ れ て しまうだ ろ う。そ うで は な く、もう一 つ の 「的

一lich」を加 えることで 通 常 の 固 定 した 現 実 観 を二 重 化 し、相 対 化 す る。物 語 としての 世 界

の重 層 性 が 、この 小 さな 単 語 の なか に凝 縮 的 に表 現 され て い るの であ る。

対 照 性 は 、物 語 をな す 骨 格 で ある。またもや 色 恋 にまっ わ る別 の 再 話 的 散 文 小 品 は 、

この型 の表 現 で 結 び を迎 えて い る。

  人 を 愛 す る充 溢 よりも美 しいもの が あろ うか 。最 初 は ず た ず た に 引 き裂 かれ 、

is Utz
, a.a.0.,5.475.

"SW20:342f .
18SW20:373ff .
19SW17:336ff .
20SW20:367 .
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  山 の ように猛 り立 ち、そ れ か ら後 、平 らにな らされ 、安 堵 をえ て、思 慮 深 くな め

  らか にな つて 。(SW8:22)

対 照 は 美 しい。話 の なか の 話 という二 重 化 の遊 戯 は 、対 照 をさらに 二 乗 す るもの として

ヴァル ザ ー を誘 つた だ ろう。話 全 体 の構 造 が す つきりと見 渡 しや す く、ま さにそ れ を根 幹 と

してい る通 俗 文 学 は 、対 照 の 網 目を造 形 す るの に 好 都 合 で あつた。そ して ヴァル ザ ー は 、

さらにこの 図 形 をイ府撤 す ることを望 む 。

  個 人 的 な感 想 で す が 、一 つ の筋 書 きとい うもの は 、それ が どん な に取 るに足 ら

  な いもの で、日常 的 で しか なくて も、貴 重 なもの で ある はず なの で す 。つ まりじ

  つと観 賞 するた めの な にか 、た とえ ば パ ノラマ に 似 てい ます 。(SW20:370)

夜 の気 球 飛 行 で 、大 空 か ら地 上 を見 晴 らす ヴァル ザ ー の 、歓 び の ほ どが 知 られ るとい う

もの で ある。

3.シ ラー

判 読 を拒 む 碕形 の 微 細 文 字 で 書 か れ た 大 量 の 遺 稿 の な か か ら、一 人 の 「盗 賊 」を主 人

公 とす る長 篇 小 説 のようなもの が 掘 り出 され た の は 、ヴァル ザ ー の 死 後 十 年 以 上 、彼 が執

筆 を止 めて か らは 三 十 年 以 上 が 経 過 した1968年 の ことで あった 。もともと表 題 は つ い て

お らず 、仮 に 『盗賊 』小 説(Der《R舫ber》-Roman)の ・名 で 呼 ば れ て い る。ヴ ァル ザ ー の

この遺 稿 集 は 、清 書 原 稿 の た めの 配 慮 を捨 てて 、鉛 筆 片 手 に 自 由 に書 き散 らしたもの で

あ り、あ ちこち に話 の 矛 盾 や 不 要 な 反 復 を含 ん で い る。成 立 は1925年 の7月 か ら8月 と

推 測 され てお り、21これ は 他 で もな い 通 俗 文 学 の 再 話 に 心 血 を 注 い で い た 時 期 と一 致 す

る。はた してこの小 説 の ようなもの は 、そ の 種 の 再 話 を数 多 く取 り込 ん で い る。そ して 「盗

賊 」とい う主 人 公 は た しか に存 在 す るが 、ほ とん どそ れ に頓 着 せ ず 、様 々 な話 が 次 々 に 交

替 して いく奇 妙 な展 開 を特 徴 として いる。

ところで この 「盗 賊 」とは 、二 次 性 の文 学 を行 なうヴ ァル ザ ー 自身 の 比 喩 で もある。

21SW12:197 .(Editorische Notiz vom Herausgeber)
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  そ して 盗 賊 は とい え ば 、物 語 を盗 み に か か っ てい た(Und der R舫ber be―

  raubte dann Geschichten)。 あの 手 の 短 い 大 衆 の 読 み物 にい つ も 目を通 し

  て 、読 み 終 えた い くつ もの 話 か ら、まさに 自分 自身 の もの をこしらえ て は 、笑 い

  声 を 上 げて いた の で ある。

  (SW12:41)

「盗 賊Der R舫ber」 に 自分 をな ぞ らえるヴァル ザ ー は 、十 代 の 若 い 日 に故 郷 ビ ー ル

の 劇 場 で 『群 盗Die R舫ber』 を観 て 以 来 、シ ラー の熱 烈 な 崇 拝 者 で あった。当 時 の ビ

ー ル 市 立 劇 場 は
、地 方 の 一 劇 場 としては 極 め て充 実 した 演 目を誇 り、多 数 の 客 を 呼 び

込 め る喜 劇 ・笑 劇 の 類 だ け で なく、シ ェイクスピア、ゲ ー テ 、シラー か らビョル ンソン 、ズ ー

ダ ー マ ンまで 、いわ ゆる高 級 な作 品 も盛 ん に上 演 して いた 。当時 の ドイツで は禁 止 され て

い たハ ウプ トマ ンの 『織 工 』もそ の 演 目 に含 まれ てい た という。演 劇 の 道 を志 した ヴァル ザ

ー は
、や が てこの劇 場 で脇 役 として 舞 台 に上 が る機 会 に恵 まれ 、さらに数 年 後 に は 当 時

の 大 役 者 ヨー ゼ フ ・カイン ツ(1858・1910)に 演 技 の 指 南 を受 け る。ところが 、「あな た に

は 神 々 しい 閃 め きとい うものが 欠 け て います 」という最 後 通 告 を彼 か ら受 けて しま い 、演 劇

の 世 界 か ら足 を洗 って い る。22

文 学 的 創 作 に集 中 的 な取 り組 み を み せ 始 め るの は そ れ 以 後 の ことで ある。もち ろん 演

劇 へ の 関 心 が 全 く途 絶 え た わ け で は な く、ミュンヘ ン時 代 とベ ル ン 時 代 に 多 い 小 劇 や 、

ベ ル リン時 代 に 精 彩 を放 つて い る演 劇 評 的 散 文 は 、彼 の 著 作 のな か で 極 め て重 要 な 位

z2 Bernhard Echte:Karl und Robert Walser . Eine biographische Reportage. In:ders./

Andreas Meier:Die Br�er Karl und Robert Walser. St臟a 1990. S.155ff.― つ年長 の兄

で 、後 にベ ルリン分 離 派 の 申し子的 存 在 となる画 家カール ・ヴァルザー は、修 業 時 代の 当時 、弟R

一ベル トの『群 盗』へ の熱 狂 をとらえた水彩 画『写生Nach Natur』(1894)を 描 いた
。拳 銃 を手 に

盗 賊の衣 装 を身 につ けた 自分 の 肖像 画 を、ローベル トは初期 の散 文に反 映 させ ている。そ して後

期 に属 するこの長篇 小 説も、再 びその絵画 を発想 の源 にしている。1925年 秋 頃まで、同じくベルン

に妹ファニーが暮 らしてお り、彼 女 のもとに保 管されていた肖像画 を、ローベ ルトはたびたび眺 めた

ものと推 測される。ロー ベル ト自身 、小 説 のなかでその辺 りの事 情 に短く言 及 しており、兄 の水 彩 画

が、この「文化 的文 章 のた めの契機 となつた」(SW12:188)と おどけている。依 拠 する絵画 をもつ と

いう二 次性 におい て、この長篇 を、ヴァル ザー の絵 画描 写的 な散文 小品 群の 関連 のなかに置 いて

みることはで きる。VgL Echte, a.a.0.,5.43, SW12:198(Editorische Notiz vom Heraus-

geber)und 210£(Anmerkungen vom Herausgeber u.a.)
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置 を 占め て い る。また彼 の 文 学 の 二 次 性 そ のもの が 、既 存 の テ クストをな ぞ りつ つ 、自 ら

の 文 体 に よつてこれ を演 技 して いる姿 に お い て 、文 字 通 りの 役 者 と台 本 との 関 係 に うまく

対 応 してい る。「ひ ょっ とした らぼ くは 、詩 作 も時 に は 行 な う俳 優 」23なの かもしれ な い と、後

期 の 散 文 のな かで な おもこぼ して いるの は彼 の 未 練 の 表 現 な の だ ろうか 。

物 語 の 「盗 賊 」として 自分 を 定 義 す るヴ ァル ザ ー は 、依 拠 テ クストとしてシ ラー の 作 品 を

再 三 取 り上 げ ている。そ の 一 っ に『恋 の 物 語 』が あるが 、シ ラー に 依 拠 した とい うことは 散

文 の 結 び に到 着 す るまで 明 言 され な い。しか もこの 再 話 は 、あ たかも通 俗 恋 愛 小 説 のよう

に展 開 す るた め、「高 級 な 」文 学 との 関 連 な どしば らくは 思 いも 寄 らな い 。まず 冒 頭 の 数

行 は 、・chen音 と ―lich音 の遊 戯 的 反 復 によつて 、通 俗 的 な 雰 囲 気 を演 出 してい る。

  In einem St�chen wuchs ein M臈chen auf. Das St�chen war

  niedlich, das M臈chen zierlich und h�sch, wovon sie sich im

  Spiegel�erzeugte, den sie eitelkeitwegen in Frage zog. Das Haus,

  worin sich das St�chen befand, das das M臈chen beherbergte, war

  nur ein H舫schen. Der Verstand des M臈chens war nur ein Vers-

  t舅dchen, ihr Herz nur ein Herzchen, ihre Hoffnung nur ein

  Hoffnungelchen und ihr Fuﾟnur ein F�chen.(SW20:319f.)

音 の 共 鳴 を悦 ぶ ヴァル ザ ー は、この 引 用 部 分 の 後 半 に か け て 、さらに 文 章 の 共 鳴 を 造

形 して いる。す な わ ちシ ンメトリックな 対 句 文 体 で ある。そ して親 しい メル ヘ ンの 物 語 を 思

わせ るこの ような反 復 的 語 りの なか で 、ま たもや 三 角 関 係 を は らむ 恋 愛 諄 が 紹 介 され る。

素 朴 な宗 教 心 を持 ち合 わ せ て いるほ か は さして高 い 教 養 もな い娘 と、「極 め てご身 分 うる

わ しい 一 人 の 魅 力 的な 若 者 」が 恋 に墜 ちる。身 分 の 違 い か ら、娘 の父 は 当 然 これ に反 対

す るのだ が 、そこへ 文 書 係 の 男 が 「ライバ ル 」として現 れ る。この 文 書 係 もまた 娘 に 恋 して

お り、父 は この 男 と結 託 して 、息 子 で あう若 者 の 恋 路 を阻 もうとす る。そ して 上 流 階 級 の

「身 分 ある」女 性 を息 子 に世 話 す るのだ けれ ども、若 者 は 断 固 として 自分 の 決 意 を 変 えな

い。若 者 の 心 中を聞 か され た身 分 高 い 女 性 は 、身 分 の 低 い あの 娘 を 自分 の 「侍 女 」に し

てしまお うとす るの だが 、娘 もまた 若 者 と同 様 に 自分 の 恋 心 を 守 つて譲 らな い 。「なぜ なら、

恋 とひ とが 呼 ぶもの は 、人 生 の な か で 最 も高 く、最 も善 く、最 も美 しいもの で あると思 え た

か ら」。

za SW19:292 .
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陳 腐 な 総 括 が 再 話 をしめ くくつ て いる。同 一 音 の 反 復 と対 照 法 とい う文 体 の リズ ム は 散

文 全 体 を貫 い て お り、そ の 通 俗 的 な い しメル ヘ ン風 の 空 気 の なか で 、身 分 や 貧 富 を軸 と

す る対 照 性 の 図 式 が 明 瞭 に 浮 か び 上 が る。す な わ ち 「ライバ ル 」の 男 を 一 角 とす る三 角

関 係 と、「身 分 あ る」女 性 を一 角 とす るもう一 っ の 三 角 関係 で ある。さらには 、冒 頭 で の メ

ル ヘ ン的 な 調 子 や 男 女 の恋 愛 の 情 緒 性 に 対 して 、これ もまた 対 照 を成 す か の ように 、極

め て 乾 い た 文 体 が 混 入 され て い る。例 えば 、恋 の 苦 境 に ある娘 が 「取 り澄 ました前 途 五

里 霧 中 微 笑herbes Aussichtslosigkeitsl臘heln」 を浮 か べ るとい う、無 理 を承 知 の 合

成 語 や 、若 者 の妻 に な りた い と「か な りの 大 きな 持 続 をもつてmit ziemlich viel Konti-

nuierlichkeit」 考 え 続 け た とか 、打 算 的 な文 書 係 は 「彼 の 非 理 想 主 義 的 外 貌 の た め に

um seines unidealistischen Aussehens willen」 拒 絶 され るとい う、実 に鮭 張 った語

彙 が み られ る。この ような堅 苦 しい 文 体 はまた 、文 章 の結 末 を常 に 先 送 りす る、もってまわ

つた 文 体 としても現 れ て お り、例 え ば 文 書 係 に 対 す る若 者 の優 位 という内 容 的 に は 単 純

な 事 柄 を、次 のように 迂 言 す る。

  … というの も彼(若 者)は 、か の 人 物 が 無 力 で あることをす で に承 知 して い た

  の で ある。実 際 の 話 、文 書 係 で あ つて 、それ に他 な らぬ あ の 人 物 は 、他 人 の

  言 うことをきき服 従 す ることしか で きず 、な に が しか の 自立 的 な 指 令 を発 す る

  契 機 な い し機 会 が 彼 に 付 与 され ることな どあ りえ な い で あ ろ うと。(da er

  wuﾟte, daﾟderselbe machtlos sei, der in der Tat als Schreiber, der

  er war, eher zu gehorchen und sich zu unterziehen hatte, als daﾟ

  man ihm Anlaﾟoder Gelegenheit gegeben haben k�nte, irgend-

  welche selbst舅digen Anordnungen zu treffen.(SW20:320)

この ような 堅 苦 しい 文 章 と、先 に 引 用 したメル ヘ ン風 の 音 の 反 復 とが対 照 を成 して再 話

が 展 開 した あと、結 び の 言 葉 に お い て ヴ ァル ザ ー は 元 の テ クストを 明 らか にす る。「読 者

の 方 は もうお気 づ きで しょう、わ た しの 話 は 、シラー の 『た くみ と恋 』か ら引 い て きたもの で

あることに。」三 角 関 係 を は らん だ 、どこにで もあ りが ちな 恋 愛 諦 が 、最 後 に寄 りにも寄 つ

て シラー と結 び 付 けられ る。これ もま たお 得 意 の 対 照 法 の 一 環 で あるの かもしれ な い が 、

ヴ ァル ザ ー に とつ てシ ラー は 、実 の ところ極 め て 「日常 」的 で 「通 俗 」的 な 作 家 な の で あ っ

た。別 の 散 文 小 品 『ヴィル ヘ ル ム ・テル 』は 、またもや 格 言 を気 取 って 、次 のような 「告 白」

を行 な つて いる。接 続 法 第 ― 式 で の 語 りに よつ て信z性 を 怪 しい もの に しな が ら、しか し

そ れ 故 にこそ読 む 者 の 注 意 を喚 起 す るのが ヴァル ザ ー である。
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  文学には、心奪われるようなキッチュというものが存在するが、他方では、キッ

  チュではないかなりの数のものが、いぶかしい感じを与えがちである。

  (SW 19:260)

シラーの『ヴィルヘルム・テル』はヴァルザーにとつて、良き「キッチュ」である。すなわち、

美しい対照性の網 目を成す物語である。この対照性の美 に必須の条件としてヴァルザー

は、正義の射手テルと悪代官ゲスラーとの両極が、「一方なしには他方も考えられない」

形で、相互的に噛み合っていることを求めている。つまり善き者テルと悪しき者ゲスラー

が、それぞれ独立して存在するのではなく、「物語die Geschichte」 の―っの磁場のな

かに、両者が相互に不可欠な形で取り込まれていなければならない。テルであれ、ゲスラ

ーであれ、個々の主体は物語という大きな磁場 に捕捉された、極めて相対的な存在にす

ぎない。しかも二っの主体は、あたかも陰陽道 における黒 白の図像のように、一方との対

立そのものにおいて自己の存在を得られるという、相互排除と相互依存の同時性のなか

にある。一方がある場所をとることによって初めて他方のための場所が生まれる。

  一人のテルを生みだすために、物語は、一人の代官を必要とした。(SW 19:261)

「後者が、前者を行動等々に駆り立てたという意味でJ、テルは代官に「多くを負つてい

る」とヴァルザーは言う。そしてさらに、この二人は 「矛盾 に満ちた一つの人格ではない

か」とさえ問うている。その人格とは、この「物語」の作者である実在のシラーを意味するも

のというより、むしろ「物語」の磁場それ 自体として考えるべきものであろう。話の役割とし

ては真つ向から敵対する関係 にありながら、実際には、両極的な人物が一つの物語のな

かで 「仲良く」同居しているという、撞着的な状況がここにみえる。ヴァルザーはまたもや

無理な合成 語を戯れ 、「運 動性誘 因付 与のdes Beweglichkeitsveranlassung―

gebensJ例 として『テル』のいくつかの名場 面を再話する。ゲスラーの行為 に対するテル

の行為の出来すぎた反応が対句法によつて際立たされ、一つの美しい図形として浮き彫

りにされる。

対照性を活性化するお得意の三角関係は、ここにも登場する。ただし元の話の対照性

がヴァルザーの連想を呼ぶという形で、「たとえば代官氏 は、可愛らしい妻君をおもちで

なかつたかどうか」と問い、その「細君」がテル に「大いなる関心をお示しになつた」のだと、

余計な物語を捻出している。シラーの元のテクストからすれば、逸脱にほかならない。

向かい合う二っの極の対立と対応 の関係は、さらに『シラー(1)』 において文体の演技
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を み て い る。シラー の精 神 に則 ることをうた うか のような表 題 のもと、この 散 文 は 、対 照 化

す る文 体 に ほとん ど全 て を埋 め 尽 くされ て いる。語 り手 で ある 自分 自身 の 「大 胆 にして 無

鉄 砲K�n und verwegen」 な 内 面 と、「モ ダンmodern」 にして 「慎 重 で 十 分 な 思 慮 を

もつbesonnell und wohlabgewogen」 外 貌 とを対 照 化 した後 、以 下 、『群 盗 』を始 めと

す るシ ラー の作 品 や 、そ こか ら連 想 した 聖 書 寓 話 、シラー の 生 涯 や 人 間 性 な どを材 料 に

して、対 照 法 と三 角 関 係 へ の 言 及 とを連 ね てい く。「偉 大 な 人 物 の 前 に頭 を垂 れ ることは 、

幸 せ な ことに、自ら偉 大 で あることよりも容 易 であ る」24とい う結 び は 、またも格 言 を気 取 っ

た 言 い 方 で ある。シラー とい う「偉 大 な 人 物 」に抱 く敬 意 の 念 が 、比 較 級 とい う対 照 化 す る

文 体 のなか で再 び 言 い 表 わ され て い る。

ところで 、『群 盗 』か ら連 想 され る聖 書 寓 話 とは 放 蕩 息 子 の 話 にほ か ならな い。

  それ は そ うと、『群 盗 』に っ い て は 、放 蕩 息 子 の 物 語 を思 い 起 さない ひ とが ある

  だ ろうか 。一 方 は 、堅 実 に して 賢 明 にも家 に 留 まり、他 方 はとい え ば 、心 の 誘 う

  まま遠 い 土 地 へ とさまよい 出 て い く物 語 で ある。(SW20:419)

ヴァル ザ ー の言 うとお り、シ ラー の 『群 盗 』に登 場 す る父 と二 人 の 息 子 か らは 、放 蕩 息 子

の話 の 図 式 を思 わ ず には い られ な い。25しか し元 の テクストの類 似 へ さか の ぼ るまでもなく、

そ の 両 者 を 再 話 す るヴァル ザ ー の 文 体 がす で に 、全 く同 種 の もの であ る。放 蕩 息 子 の話

を再 話 す る上 の 引 用 は 、「こち らはhier」 と「あち らはdort,と いう道 具 立 て に よって 対 照

化 を行 なつ てい る。さらに ヴァル ザ ー は 、放 蕩 息 子 の聖 書 寓 話 を中 心 的 な 依 拠 テ クストと

した散 文 をい くっ か 残 してもお り、そ れ は 、これ まで み て きた通 俗 文 学 や シラー 作 品 の 再

話 の 作 法 と全 く同 一 の 地 平 に 属 す るもの となつ てい る。26

彼 を放 蕩 息 子 の話 に 引 き寄 せ 、さらに 『群 盗 』に 引 き寄 せ た もの は 、ヴァル ザ ー の 意 味

に お ける 「日常 」の 存 在 で あ った。「日常 」を成 す 対 照 性 の 網 目が 、彼 を再 話 に 誘 う。これ

は ヴァル ザ ー をま さに世 の 通 俗 小 説 に 引 き寄 せ た要 素 で もあ った 。ヴァル ザ ー の依 拠 し

た様 々 な テ クス ト、す な わ ち シラー の 作 品 や 放 蕩 息 子 の 話 の ほか 、サ ウル とダ ヴィデ を め

aa SW20:421
.

25シ ラー 自身 そのことは意識 した上 で創 作 している
。『群盗 』第 一幕 第二 場のシュピー ゲル ベル ク

の科 白、第五 幕 第 二場 の父の科 白がそれ を暗示 している。Friedrich von Schiller:Die R舫ber.

In:Schillers Werke. Nationalausgabe. Hg.v. Julius Petersen und Hermann Schneider.

Bd.III.Weimar 1953.5.22 und 127.
2s SW16:204ff . Q)Die Geschichte vom verlorenen Sohn(()und SW19:105ff.0)Der verlore-

ne Sohn(Q.
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ぐる聖 書 寓 話27、 スタンダ ール 、モ ー パ ッサ ン 、メリメとい つ たフランス の 大 家 の 作 品28、そ

して『群 盗 』を元 に した通 俗 小 説 で あるヴル ピ ウスの 『リナ ル ド・リナル デ ィー 二 』29、これ 全

て ヴァル ザ ー のなか で は 、美 しきコントラス トに貫 か れ た 素 晴 らしき「通 俗 」小 説 で ある。

「何 とい うコントラストだろ う」30とい う感 慨 に こそ た ど り着 きた い ヴァル ザ ー にとつて 、「高

級 」文 学 と通 俗 文 学 の 区 別 は それ ほど意 味 をもた な か った ようであ る。そもそ も通 俗 文 学

は 、い わ ゆる高 尚 な文 学 にお い て 因 襲 化 した 技 法 を図 式 化 し、反 復 したもの で あるという

素 性31を もつ てい る。ヴァル ザ ー にとつて 重 要 な の は 、ま さに 両 者 に 共 通 す る図 柄 そ の も

の で あった。それ に 対 して 、高 級/低 級 の 差 異 に 固 執 し大 衆 産 業 へ の 批 判 を読 もうとす

るヴァル ザ ー 批 評 は 、そ の批 評 自体 が高 級/低 級 の クリシ ェに 引 き込 まれ て しまう。言 説

の 網 目を なぞ るヴァル ザ ー の 場 合 、む しろ、そ の 語 りの 遊 戯 性 と技 巧 性 とに適 切 な 光 を

当 てな くて は な らな い。しかもこの 言 語 遊 戯 は 、「表 現Repr舖entationの 義 務 か ら解

放 され た 、「言 語 外 的 現 実 とは何 の 関係 もな い 」戯 れ32と 整 理 して しまうわ けに は い か ない 、

微 妙 な 二 重 性 を含 ん で いる。

ヴァル ザ ー の二 次 性 は 、す ぐれ たリアリズム をは らん で いる。あ らゆる字 句 の 背 後 に 依 拠

テ クス トが 存 在 し、しかもそれ が対 照 化 の 網 の 目 のな か で 語 られ る様 子 は 、たしか に 一 般

に言 う現 実 とは 懸 隔 したもの に み える。しか し世 を 言 説 の 重 層 の 場 その もの としてみ る立

場 に お い て は 、良 くも悪 くも一 定 数 の言 説 に 束 縛 され 、そ れ をなぞ つて役 割 を演 じて い る

の が個 人 で あ り社 会 集 団 で ある。そ の 束 縛 に 付 か ず 離 れ ず 、い か に して 個 人 は 言 語 的

な 自 由 を獲 得 し得 るのか 。一 見 した ところ、対 照 法 ば か りを画 一 的 に用 いる一 方 で 、しか

し同 時 に ヴァル ザ ー の 文 体 演 技 は 、意 味 の束 縛 か ら脱 す る言 語 的 可 能 性 を示 して もい る。

対 照 性 を 意 味 の 両 極 の ままに 固 定 せ ず 、常 に 両 者 を交 流 させ ようとしてい る撞 着 語 法 は

その 顕 著 な 例 である。「あ らゆる仕 方 で 、お の れ を縛 りっ ける、つ まりお のれ を展 開 す るひ

2'SW16:223f .())Saul und David(1)(Q, SW16:224ff.Q)Saul und David(II)((), und SW19:

107())Der verlorene Sohn(Q.
28SW3:102ff .Q)Aus Stendhal(Q, SW17:399ff. Q)Eine Aufzeichnung von Stendhal(Q, SW

17:402ff. Q)Eine Novelle von Guy de Maupasssant(()und BG1:111("Prosper Merimee,

der Verfasser der))Carmen((, und dieser schlichte, ehrliche deutsche Rechtsanwalt

Rodmann, was f� Kontraste!")
29SW4:42f .(》Rinaldini《)und SW12=19f.(Der》R舫ber《 ―Roman)ヴ ルピウスの『リナル ディー

二』とその依 拠 テクストであるシラー の『群 盗 』の 関係 性 は 、ヴァル ザ ー 自身も意 識 している。Vgl―

SW6:25.
ao BG1:111 .
ai H�ner

, a.a.0.,5.115.
32Dieter Roser:Fingierte M�dlichkeit und reine Schrift . Zur Sprachproblematik in

Robert Walsers sp舩en Texten. W�zburg 1994.5.118ff.
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とder sich in-jeder Weise B舅digende, will sagen Entwickelnde」33と して のシラ

ー は 、そ の ため の 大 切 な 手 本 だ つた だ ろう。

4.メ ル ヘ ンの行 く末

『い ば ら姫 』、『灰 か ぶ り』、『白雪 姫 』な どの 人 口に瞼 表 したメル ヘ ン の再 話 も、数 は 少 な

い が 、ヴァル ザ ー の 二 次 性 の 文 学 を成 す 重 要 な 作 品 群 であ る。また 、メル ヘ ンとい うジャ

ンル それ 自 体 を模 倣 した 作 品 をここに合 わせ れ ば 、これ は 通 俗 文 学 と同 じく、数 の上 でも

注 意 を引 く一 領 域 に なる。そ もそも特 定 の メル ヘ ンとい つても、例 え ばグ リム 兄 弟 による文

字 テ クス トが再 話 の 対 象 として意 識 され て い るわ け で は な い 。無 論 それ を読 ん で い た 可

能 性 は 排 除 で きな い が 、む しろヴァル ザ ー の 複 製 化 へ の 衝 動 は 、グリムの テ クス トもまた

実 現 型 の 一 つ として包 含 す る 、物 語 の 大 きな磁 場 そ のもの の なか で働 い て いた 。対 照 化

の 力 学 をな ぞ ることに 主 眼 が あ り、特 定 の 文 字 テ クストの細 部 に頓 着 しな い 「この 緩 や か

な 遊 戯dieses lockre Spiel」34に お い て は 、い わゆ る原 典 と複 製 とを逐 語 的 に比 較 した

ところで あま り意 味 がな い 。

 この 短 篇 の 内 容 は 、正 確 に呈 示 しなか つた。でも何 の た め に?(SW20:360)

 これ は本 の なか に は 出 て い ませ ん 。ぼくの筆 か ら出 たもので す 。(SW8:83)

白雪 姫 の 命 を 奪 うべ く命 じられ た狩 人 が 、情 に ほ だ され 身 代 わ りに殺 す 動 物 は 、グリム

で は 「猪 の 子 」であ るの に ヴァル ザ ー で は 「ノロシ カ」で あるとい うような違 い35は 、ヴァル ザ

ー の意 識 的 な 逸 脱 の 戯 れ で な けれ ば
、単 なる記 憶 違 い によるもの であ ろう。

sa SW20:420 .
34SW14:105 .

35Vgl . SW14:76 und KHM53:Sneewittchen―In:Br�er Grimm:Kinder―und Hausm舐―

chen. Ausgabe letzter Hand mit den Originalanmerkungen der Br�er Grimm.3Bde.

Hg.v. Heinz R�leke. Stuttgart 1980―Bd.1.5.270.い わゆる原典 とヴァルザー のテクストとの

こうした食 い違 いは、『リナル ド・リナルディー 二』の再 話 のほか、クラナハや ティツィアンの絵画 のエク

プラシスなど、随所 にみ られる。Vgl. auch SW4:178, SW13:284 und 288.
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さてメル ヘ ン とい うジャンル は 、善/悪 の 二 元 論 的 対 立 の 果 て に 、「奇 蹟 」による 「公 正

な 均 衡 」へ と至 る物 語36と 考 え られ てい る。「非 本 来 的 な在 り方 か ら本 来 的 な 在 り方 へ 」の

「発 展 の過 程 、成 熟 の 過 程 」を示 す もの37、あるい は 「加 害(ま た は欠 如)」 と「不 幸 ・欠 如

の解 消 」を軸 とす る言 説38とも定 義 され るが 、ど の 言 い 方 に せ よ、この 言 説 を構 造 づ け る

のは 、対 照 性 とそ の 両 極 間 の運 動 的 関 係 であ ることがわ か る。

それ はまさにヴァル ザ ー を通 俗 文 学 へ と惹 きつ けた 要 素 で あつた。39そもそも、「推 理 小

説 、サ イエ ンス ・フィクション、恋 愛 ロマ ンス 、西 部 小 説 な ど」の 通 俗 的 文 学 は 、そ の 言 説

構 造 に お い てメル ヘ ンの 「跡 継 ぎ 」40と呼 べ るもの で あ る。ヴ ァル ザー は 、恋 愛 ロマ ンス は

言 うに 及 ば ず 、推 理 小 説 や カー ル ・マイの 西 部 小 説 とい つた 現 代 版 のメル ヘ ンを 、す で

に紹 介 した ような文 体 をもつて再 話 して い る。41

古 きメル ヘ ンもまた 同 じ作 法 のもとに複 製 化 され て い る。『い ば ら姫 』の再 話 は 、元 の 話

を成 す 対 照 的 構 造 をな ぞ り、誇 張 さえして いる。類 似 音 の 反 復 を楽 しみ つ つ 対 照 表 現 を

連 ね て い く文 体 は 、『白 雪 姫 』の 再 話 にお い て多 数 の撞 着 語 法 を生 み 出 して いる。

とす れ ば 、あ とは 結 末 の 「均 衡 」へ 、ハ ッピー エ ンドとして の 「欠 如 の 解 消 」へ た どりつ くこ

とだ け が 、メル ヘ ンの 再 話 の たどり着 く場 所 で あるようにみ え る。ところが 、ヴァル ザ ー は そ

の結 末 をなぞ ろうとしな い 。通 俗 文 学 や 、ましてシ ラー の 「高 級 」文 学 に 比 べ れ ば 、ハ ッピ

ー エ ンドの 結 び を極 め て鮮 明 にもって い るメル ヘ ン に お い て 、ヴァル ザ ー は そ れ を先 延

ば しに して い る。例 え ば 、『い ば ら姫 』の 再 話 の結 び は 、一 見 した ところ、この 幸 福 な結 末

が描 か れ て い るように み える。しか し実 際 に は 、文 字 通 りの 意 味 か ら微 妙 に 距 離 を 取 つて

いることがわ か る。

  す べ て はこの 上 な く美 しい秩 序 の なか にあ りました(war)。 す べ て は よろ しく、

  幸 せ で 、美 しくあ りました(war)。 しか しまた(aber)何 よりも美 しく何 よりも幸 せ

  で ありま した(war)の は 、気 高 き夫 婦 とな る二 人 、高 貴 な る王 子 と、愛 らしく甘

  く優 しき(liebe, s�e, zarte)い ば ら姫 なの で した。(SW6:21)

3s Andre Jolles:Einfache Formen . T�ingen 1972.5.240,243 und 245.
37マ ソクス・リューティ『昔話 の本 質』

、野 村 訳 、筑摩 書房 、1994年 、195-196頁 。
38ウ ラジーミル ・プロップ『昔話 の形態 学』

、北 岡誠 司 ・福 田美 智 代訳 、書騨 風の薔 薇 、1987年 、1

48頁 参照 。
39Vgl .SW17:4工9.ヴ ァルザーはメルヘ ンの反 転の構 造を明確 に 自覚 していた。
40野 村 『グリムの昔話 と文学 』

、筑 摩書 房 、1997年 、16頁 。
"'))W�ish�er(((SW8:28ff .),))Die rote Ledertasche(((SW19:384f.)und))Gespenster

(((SW20:335f.).
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類 似 音 の 反 復 が 文 章 の 主 音 調 にな ってい る。また 「美 しい 」と「幸 せ 」とい う形 容 詞 が くり

返 し用 い られ る。元 の メル ヘ ンをなぞ る遊 戯 的 文 体 の 果 て に、な お この ように 遊 戯 的 な 一

節 を読 む 読 者 は 、発 言 内 容 を 素 直 に受 け取 ることがもは や できな い。む しろここで は 、言

え ば 言 うほど 嘘 に 聞 こえ て くるとい う経 験 則 に 立 ち 返 るべ きで ある。同 語 反 復 とい う作 法

は 、同 じ言 葉 をくり返 す ことで そ の 内 容 を反 転 な い し空 転 させ て しまう。過 去 形 「ありました

war」 の反 復 は 、 f確 か に過 去 は そ うだ つた けれ ども、今 で は 違 うの だ 」とい う意 味 で 、事 実

を過 去 に 限 定 す る というニ ュア ンス を強 化 す る。そ れ どころか 、「実 は 過 去 にお い てす で

にそ うで はな か った の だ 」とい う逆 の 意 味 を主 張 す ることさえできるは ず で あ り、い ず れ に

せ よ、否 定 のニ ュア ンスが そ こに漂 い 始 め る。

ドイツ の 昔 話 に は 、結 び の 定 型 句 として 「もし死 ん で いな い とした ら、今 でもまだ 生 きて

いるwenn sie nicht gestorben sind, so leben sie noch heute」 とい う表 現 があ る。奇

蹟 の 起 きた結 末 を 、単 に お 話 の な か の 出 来 事 に とどめ ることな く、読 み 手(聞 き手)の 現

在 に接 続 し、そ こに働 きか け る言 葉 で ある。ヴァル ザ ー に は 、この 定 型 句 を文 字 通 りに受

け取 つ て、す で に存 在 す るメル ヘ ン 、つ まりす で に ハ ッピー エン ドを迎 えたメル ヘ ンの 続

篇 を 書 い た作 品 が あ る。「ヴァル ザ ー は 、メルヘ ンの 終 わ るところか ら書 きは じめ る。[…]

どの ように今 彼 らが 生 きて い るの か を、ヴァル ザ ー は 示 してい る」42(傍 点 原 著 者)と いうの

は よく引 用 され るベ ンヤ ミン の言 葉 だ が 、彼 の 言 葉 を侯 っ までもな く、メル ヘ ンの 物 語 的

構 造 そ のもの が続 篇 へ と挑 発 す るもの であ り、歴 史 的 にそ うした例 に は 事 欠 か な いことが

指 摘 され て い る。93そ の 意 味 で は 、ヴァル ザ ーも素 朴 に 物 語 の挑 発 にの っ て、元 のテ クス

トに身 を任 せ てみ た の であ る。

た だ しヴ ァル ザ ー の 続 篇 は 、メル ヘ ンの 単 純 な 鏡 像 とは な らず 、幸 福 な結 末 を 迎 えるこ

とがで きな い。ヴ ァル ザ ー を駆 り立 て るの は 対 照 性 の 緊 張 そ のもの で あり、彼 は そ の 緊 張

を維 持 し先 延 ば しす る方 向で 書 き続 ける。そ して物 語 は 、対 立 す る双 極 の いわ ば 振 動 を

残 したまま突 然 に 途 切 れ て しまう。結 び の 定型 句 をその まま引 用 してメル ヘ ンを気 取 った

散 文 小 品 は 、対 照 的 な二 人 の登 場 人 物 の 結 び に お ける調 和 を、同 語 反 復 的 な 文 体 によ

って再 び 皮 肉つ て い る。44また 『死 ぬ ことにつ い ての 奇 妙 な 二 つ の お 話 』(1904)で は、メ

'zWalter Benjamin:Robert Walser . In:Katharina Kerr(Hg.):ﾜber Robert Walser 1.

Frankfurt a.M.1978.5.129.
43ブ ル ーノ・ベ ッテル ハイム『昔話 の魔 力』

、波 多野 完 治 ・乾侑 美子 訳 、評 論 社 、1982年 、361

頁 。
aa SW17:271 .
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ルヘンに特徴的な過去形での物語の後、結びの慣 用句そのままに、結びで現在形へと

移行し、「奇妙な」出来事の完結を現在のなかへ先延 ばししている。45さらにメルヘンから

は外れるが、ヨゼフや放蕩息子といつた、聖書の太古の人物が現代に暮らす滑稽な姿を

描いているのも、この定型句に則つてのことであろう。46『いばら姫』の再話のうち、散文で

はなく戯曲として書かれた作品は、王子の口づけによつて娘が永い眠りから醒め、この王

子の妻となるという大団円の寸前で、これを回避するようにくり返し饒舌が入り込む。メル

ヘンの筋書きはすでに皆が承知している。王子が気に入らず、口づけなど「他の人でも

できる」ことだと言つて結婚を拒み続ける姫 を中心にして、元のメルヘンの内容を解釈す

る様々な立場の科 白が飛びかう。そして結びの大団円は、皆がしゃべることを止めたとき

に初めて、つまりこの戯 曲の不在においてのみ訪れるようなのである。

  いばら姫 「これ以上おしゃべりを続けていると、スープが

      冷めてしまいます。ですからもう止めにして、

      ―緒にテーブルに着くことにいたしましょう。

      あなたの腕をお借りしますわよ。」

  一同 「そうしていれば、喜ばしい結婚式で

      気持ちよく事は片付いたんですけれど」(SW 14:176)

最後の一同の科 白は接続法である。実は何も「片付い」ていないのであり、スープのこ

となど忘れて誰かが一言でも発すれば、また際限のない道化的演説の舞台が始まること

になる。その饒舌の奔流を暗示し、それを堰き止めるように、この再話は終わる。

ヴァルザーの初期に属する『灰かぶり』の再話(1901)は 、これもまた戯 曲として書かれ

たもので、対照化する文体と撞着語法と同語反復 にと貫かれた、道化的雄弁に満ちあふ

れている。虐げられる灰かぶりに救いの手をさしのべる役割として、その名も「メルヘン」と

いう人物が登場し、メルヘンの筋書きに抵抗する主人公を、王子ともども説得 にかかる。

結びは例の同語反復で、灰かぶりが「はい、はいJa, ja」とこぼすという、実に歯切れの

悪いものである。作品にとつてこれは、さしあたり饒舌を打ち切るための単なる合 図にす

ぎないようにみえる。はたして王子と灰かぶりという、この再話のなかでは対立している二

人が、物語の行く末にっいてはどこか共鳴し合う、次のような言葉を吐いている。

"'SW3:142ff .
as SW19:104f . und 105ff.
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  灰 か ぶ り「あな た は どうして またここへ 、それ にどうや って来 た の?」

  王 子 「そ の ことは メル ヘ ン が 、最 後 に教 えてくれ るでしょう、

      この 愛 す べ きメル ヘ ンの 口 のうえ に、

      沈 黙 が 訪 れ た ときに 、… 」(SW14:42)

 灰 か ぶ り「… わた したち に終 わ りが 与 えられ ることはな いで しょうね 、

     どうしてつ て 、始 めも、真 ん 中も、終 わりも 、

     決 して感 覚 で は とらえ られ ない(nie ein Sinn faﾟte)、

     決 してひ との 心 に知 られ た ことのな い、

     先 延 ば しされ たもの(verschobene Dinge)な の です か ら。終 わ りつて 、

     わ たしが 今 あ なた と一 緒 に歓 び のなか にい たい と思 うつ てことです よね 」

     (SW 14:67)

メル ヘ ン の 「故 郷 」は 「結 び 」にあ ると自ら言 い 、そ こへ 戻 つて いく「メル ヘ ン」47は、二 度 と

この作 品 の 上 に 姿 を現 さな い 。そ れ と立場 を同 じくす る王 子 は 、ヴァル ザ ー の 再 話 そ れ 自

体 が 消 滅 す る 「沈 黙 」の 空 間 、お そ らくは灰 か ぶ りとの 悦 惚 の 合 一 が 成 就 す る「結 び 」の

彼 方 を 目指 して い る。灰 か ぶ りもまた 、そ の事 情 をよく承 知 してい るか らこそ 、「結 び 」を回

避 す る。二 人 の 差 異 は 、どこに慌 惚 を見 るか にある。物 語 の す べ てが 雲 散 霧 消 す る悦 惚

の沈 黙 のな か へ 、急 ぎ歩 い て い くか 、そ れ ともそ の 慌 惚 を先 送 りす ること自 体 に 、自虐 的

な別 の悦 惚 を感 じるか 。

ヴァル ザ ー が 言 葉 を 紡 ぎ続 ける可 能 性 は 、後 者 の な か に しか 開 か れ て い な い。起 こる

べ きことが起 こることへ の 「期 待 」とそ の 「充 足 」とい うメル ヘ ンの根 本 的 構 造48を 素 朴 に な

ぞ りな が ら、しか しそ の 「充 足 」の 時 点 と、そ こへ 至 るまで の相 対 的 過 程 、対 照 性 に 貫 か れ

た 過 程 との あい だ に 深 淵 を置 い て 、在 りうべ き充 足 の 歓 び を究 極 の 彼 方 へ 先 送 りして い

る。言 語 によるほ か な い 相 対 的 な過 程 が 、ここで孤 立 す る。そ して 「結 び 」を焦 らされ るこ

の 場 所 だ け が 、ヴァル ザ ー の 言 葉 の 舞 台 である。

言 葉 に よるほ か な い 、しか し言 葉 によつ てこそ成 るべ きこの ような 胱 惚 は 、まさにメル ヘ ン

に根 本 的 な過 程 を 通 つ て模 索 され て いる。した がつて 、明 白なハ ッピー エ ンドが 存 在 しな

"SW14:53 .
48Jolles

, a.a.0.,5.239f.
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いことや 、個 々 の役 者 の道 化 的 な 演 説 に 目を 奪 わ れ 、ヴァル ザ ー の 再 話 を一 種 の 反 メル

ヘ ンと評 して しまうことはい ささか 性 急 に過 ぎ る。例 え ば 、結 び へ の 「強 制 」を 「拒 否 」し、元

のメル ヘ ン に欠 けて いる 「多 義 性 」を呼 び 起 こす 語 りが 、ヴァル ザ ー をメル ヘ ンの 「因 襲 へ

の転 落 か ら救 う」とい う言 い 方99で は 、あ えて 二 次 的/因 習 的 な 立 場 に ヴァル ザ ー が 身 を

置 い てい る事 実 をうまく説 明 できな い 。また 、「機 械 的 一 義 性 」に 貫 か れ たメル ヘ ンを否 定

的 な材 料 にして、ヴァル ザ ー は 「意 味 付 与 」行 為 の 「無 思 慮 」な在 り方 を批 判 して いるとい

う読 み 方50な どは 、メル ヘ ン という言 説 構 造 の 深 部 に ヴァル ザ ー が 分 け入 っ て い ることを

看 過 して いると言 わ ざるを えな い。まさにメル ヘ ン の 力 学 に基 づ い てヴァル ザ ー が 求 め て

い る言 語 的 悦 惚 は 、そ のような 「メル ヘ ン批 判 」的 解 釈 で は 適 切 に 照 射 す ることが で きな

い と思 われ る。

メル ヘ ン は 「人 間 存 在 の ひ な 型 」51とい わ れ る。期 待 と充 足 の は ざまを 、善/悪 の 対 照

性 の 長 い梯 子 が つ な い で い る。ただ しそ れ は 、実 際 に 何 が 善 で 何 が 悪 で とい うことを 定

義 し、裁 くもの で は ない 。そ うで は な く、「善 」と言 うことによって 非 「善 」が 生 ず るとい う記 号

の相 対 性 、意 味 の 両 極 性 に 、言 語 的 存 在 の 人 間 は 逃 れ ようもな く捉 え られ て い るとい うこ

とを 示 して い る。― 見 ナ ン セ ンスな 言 語 遊 戯 を 繰 り広 げ る ヴァル ザ ー は 、決 して 意 味 の

「拒 否 」を言 お うとした ので はな く、言 語 を 用 い る以 上 逃 れ ることの で きな い 、人 間 の 限 定

され た状 況 をその ま まに描 い たまで で あ る。そ して その 上 で 、対 照 性 の 連 鎖 の 果 て に 存

在 す るべ き、胱 惚 の 沈 黙 を予 感 させ た ので ある。

『白 雪 姫 』のメル ヘ ンは 、そ の ような作 家 に とっ て格 好 の 再 話 の 対 象 だ った に ち が い な

い。世 の 様 々 な類 話 を含 め 、このメル ヘ ンで は 「何 もか もが反 対 物 に転 化 す る」。「善 が 悪

に な り、悪 が 善 にな り、死 が 復 活 に 至 る。白 雪 姫 は 追 い 出 され 、毒 をもられ るか らこそ 、王

子 が姫 を見 つ け 、うち へ 連 れ て 帰 ることにな る」、い わ ば 「倒 錯 」の 物 語 で ある。52

 ヴァル ザ ー の再 話 で は 、王 妃 が 狩 人 とた だ な らぬ 関係 に あ り、彼 に 口づ け を与 えて 白

雪 姫 を殺 す よう命 じた か どうか をめぐっ て、様 々 な 立 場 の 科 白 が入 り乱 れ る。元 のメル ヘ

ンを構 成 してい た反 転 的 構 造 をな ぞ るように 、対 照 化 す る文 体 を撞 着 語 法 へ と高 め 、差

異 の 両極 を行 った り来 た りしなが ら、や が て言 葉 は ほ とん ど意 味 不 明 なもの に 近 づ いて い

く。53しか し、まさにこうした 意 味 付 与 の 「失 敗 」54のなか にこそ 、ヴ ァル ザ ー の言 語 的{光惚

49Utz
, a.a.0.,5.32 und 36.

so H�ner
, a.a.0.,5.12 und 139.

51マ ックス・リコ―一ティ『昔話 の解 釈 』、野村 訳 、筑 摩 書房 、1997年 、205頁 。
52リ ューティ

、同書 、52な らび に54頁 。
53例 えばSW14:105の 白雪 姫による「はい」と「いいえ」をめぐる科 白を参 照。

                 -72一



は 訪 れ る。つ まり饒 舌 を重 ね に 重 ね た その 果 てに 、全 て の 言 述 が 無 意 味 化 す る瞬 間 、呪

文 のような一 つ の 言 語 的 響 きそ のもの と化 した 瞬 間 で ある。

  白 雪 姫 「まあ 、感 覚 の な か に は なん て ナ ンセ ンスがあることか しら。

      Ei, welcher Unsinn ist im Sinn.(SW14:87)

同 じ響 きを楽 しむ 特 徴 的 な 文 体 で あ るが 、この科 白 は 、言 語 ない し物 語 に根 本 的 に備

わ る 「意 味Sinn」 付 与 構…造 の 恣 意 性 す なわ ち 「ナ ンセ ンス」をことさらに 批 判 す るようなも

の55で は ない 。言 葉 の 「意 味Sinn」 の 遊 戯 と羅 列 の 果 て に 、感 覚 の 高 み へ 、官 能(Sinn)

の な か へ 消 え入 りた い とい う、ヴァル ザ ー の 主 張 の さりげ な い 現 れ なの で あ る。逆 に 言 え

ば 、全 ての 言 葉 を 官 能 的 響 きの な か に 無 化 す るため に こそ 、しゃべ り続 け てい る。カフ カ

が ヴァル ザ ー の 小 説 の 読 後 感 を 「読 者 の 愉 しみ の ほか 何 も残 らな い 」56と表 現 した の は 、

そ ういう意 味 で の ことで は なか つた か 。この 戯 曲 の 形 を とった 再 話 もまた 、白 雪 姫 へ の 殺

意 に 関 す る冒頭 か らの 議 論 に 再 び 捉 わ れ かか った王 妃 をさえぎり、完 結 らしい 完 結 もな く

「メル ヘ ン」の停 止 を、沈 黙 を求 め て 閉 じて いる。

 白 雪 姫 「どうか 黙 って 、ああ 、黙 ってくだ さい 。そ んなことを言 うの は 、

     メル ヘ ンな ので 、あな たで もな けれ ば 、決 してわ た しでもありませ ん 。

     たしか に 、む か しむ か し、わ た しは言 いました けれ ど

     それ はもう過 ぎ たことで す 。父 上 がい らつしゃい ます 。… 」(SW14:115)

議 論 に 解 決 などな く、や や こしい 問 題 は 全 て 「メル ヘ ン」の 責 任 に して 、一 同 は 城 へ と向

か ってい く。そ してこの 「メル ヘ ン」自 体 が 、変 更 不 可 能 な 事 実 として扱 わ れ た り、あるい は

唐 突 に 「遊 び 」57つま り虚 構 に す ぎ な い と言 わ れ た りと、矛 盾 をは らん で い る。か つ て のメ

ル ヘ ン に備 わつ てい た 確 か な 意 味 の 足 取 りは 、この 再 話 のな か に はな い 。しか し、これ は

「メル ヘ ン の 不 可 能 」58を示 す もの な の か どうか。す で に述 べ た ように 、『白 雪 姫 』をそ の 典

54新 本 史斉 「20世紀 のメル ヒェンの場所 ―mベ ルト・ヴァル ザーの『白雪姫』小論 」
、『詩 ・言 語』4

0(1992)所 収、38頁 。
aa H�ner

, a.a.0.
ss Franz Kafka:Brief an Direktor Eisner . In:K. Kerr(Hg.):Uber Robert Walser 1.5.76.
57SW14:99 und 110f .

58新 本
、同論 、27頁 。
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型 として 、メル ヘ ンとい う言 説 は反 転 の 構 造 を本 質 的 なもの として い る。一 方 の ヴァル ザ

ー の 再 話 は
、全 体 を通 じて まさに 運 動 的 な 対 照 性 に 貫 か れ て お り、先 の 結 び の 科 白 に

お い て さえ 、「過 ぎ たvor�er」 と「い らっしゃい ますkommt」 とをさりげな く対 峙 させ て

いる。しか し、この一 貫 す る対 照 的 文 体 の 果 て に 、つ ま り白 雪 姫 の 求 め る沈 黙 の 彼 方 に

お い て 、ヴァル ザ ー はあ る種 の ハ ッピー エ ンドに 到 達 しようとして い る。そ れ は メル ヘ ンの

根 本 的 筋 道 をな お 忠 実 に なぞ って のことで ある。た しか にか っ て のメル ヘ ン の ような 、言

説 内 容 として の 幸 福 の 結 末 はもはや ここに は 存 在 しない 。そ こで 、ヴァル ザ ー が20世 紀

の作 家 で あることを確 認 す ることは できよう。しか し結 び の成 就 を求 めて ひ た す らに待 機 し

っ づ けるとい う形 式 自体 は 、実 現 の 時 を先 送 りしたの み で 、根 本 的 に は 全 く旧 来 のままで

ある。む しろ ヴァル ザ ー に お い て は 、結 末 が 焦 らされ 、眼 前 に 存 在 しな い か らこそ 、相 対

的 な 体 系 としての 言 語 が 対 照 化 の遊 戯 を続 行 す ることが で きる。そもそも先 送 りの 「筋 書

き」か ら、未 完 結 とい う宿 命 か ら、人 間 が 逃 れ 得 るもの か どうか 。ヴァル ザ ー は 、「摂 理 」と

「鎖 」59と呼 ば れ る― 種 の 法 に よつて 世 界 は 拘 束 され て い るとい う考 え に基 づ いて 再 話 的

な 二 次 性 の 文 学 を展 開 した。「鎖 」とい う磁 場 のな か で 、両 極 を行 き交 う反 転 の 文 体 的 演

劇 を展 開 しな がら、ヴァル ザ ー は 、最 後 に 自分 の お しゃべ りそ のもの を言 語 の彼 方 へ 、意

味 を超 えた響 きその もの へ と、な お反 転 させ ようと試 み てい るの である。

5.対 照 と対 称

通 俗 文 学 、シラー 、メル ヘ ンを貫 くヴァル ザ ー の 対 照 化 の 遊 戯 は 、さらに抽 象 化 した 形

で も行 な わ れ てい る。『二 人 の 人 物 』とい う散 文 の 冒 頭 は 、「こち らが 上 に行 け ば 、あ ち ら

は 下 へ 行 った!」60と い う格 言 風 に もひ び く文 章 で 始 まる。また 登 場 人 物 が 「番 号2」61と

数 値 化 され た り、「変 人A」 と「変 人B」62と い う名 前 を 頂 戴 す ることもあ る。そこに 展 開 す る

言 語 の 演 技 につ いて はもは や詳 述 す るまで もあるまい 。

この 抽 象 性 の極 まったもの が 、「二 行 連 句 」と訳 され る詩 型 の ― 種 『クー プ レCouplet』

であ る。行 と行 との 本 来 の 対 に加 えて 、さらに 行 の 内 部 にま で対 の 表 象 を組 み 込 ん だ 詩

節 が ある。

ss SW7:37
.

so SW20:212 .
si SW20:323 .
sa SW'20:391f .
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  お お 、なん と華 麗 な る不 滅(Unsterblichkeit)が また 、ハ イン リヒ・ハ イネ には

   具 わ って いた ことか 。た だ しこの 男 は 、不 完 全(unkomplett)に とどまつた が。

  同 時 代 という女 性 は 、彼 が 清 らか で ない(nicht sauber)と な じったが 、後 世 と

   い う淑 女 は 、彼 ときれ い に 折 り合 い がつ い た(kam mit ihm ins Reine)。

   (SW 13:196f.)

この ような 対 の 羅 列 に は シ ンメトリー の 美 があ る。この 詩 はもともと散 文 形 式 で 書 か れ て

い た もの だ が 、この ような 対 句 の形 に 行 を揃 え直 したことで 、ヴァル ザ ー の 散 文 に 内在 す

る対 照 性 とシンメトリー へ の 傾 向 を解 りや す く示 してい る。63シンメトリー とは 、対 峙 す るもの

の 均 衡 と、それ と同 時 に 、類 似 す るもの の 反 復 としての 運 動1生を合 わせ もつ 図 形 で あ る。

「"対 比 表 現"は まさに意 味 の 演 ず るスペ クタクル だ 」saとロラン・バ ル トが 言 って い るよう

な 意 味 で 、実 に様 々な 対 照 性 の 演 技 をヴァル ザ ー は 展 開 した。均 衡 の 静 的 な美 を、彼 は

湖 の きらめ く水 面 に例 え 、「た だ麗 しい お もての み 、そ して 愛 と望 み とが 引 い てい く道 す じ

の 下 に 、一 切 の 深 み をもた ず 」65とい う詩 句 を残 して い る。その 一 方 、反 復 の 形 式 にお い

て 極 めて 動 的 で あるのもシ ンメトリー で ある。「頭 韻 、類 音 、脚 韻 、抑 揚 の均 一 性 」とい う音

の 反 復 と、「先 行 す る別 の 挿 話 をまね て い く」挿 話 上 のシ ンメトリックな 反 復 はメル ヘ ン に

典 型 的 なもの66で あ るが 、これ は ヴァル ザ ー の文 体 を一 貫 して いる傾 向 でもある。67独 特

の 言 語 的 リズム は 、幸 福 の 結 末 として の メル ヘ ンの 言 語 的 胱 惚 を予 感 させ るの に大 きく

寄 与 して いる。

ヴァル ザ ーの 対 照 化 の 作 法 は 、この シンメトリー の 均 衡 と運 動性 を体 現 しな が ら、物 語

の 結 末 を常 に先 送 りして い く主 導 原 理 で ある。「変 化 をっ け たくり返 し」68として の 対 照 性

は 、ヴァル ザ ー の 物 語 に お い て 究 極 化 し、もは や 文 字 面 の 上 に 話 の 終 わ りをつ けること

63Vgl ―SW13:291(Anmerkungen vom Herausgeber)― 元 の散文 はSW18:207ff.(》Diskus―

sion《)にある。逆 に韻 文か ら散文 形 式 に変 えた例 は、詩》Ich sehe es《(BG3:504f.)と 散 文》Das

B舫mchen《(SW17:207)に みられ る。いず れにせよ、ヴァルザ ーの「散文 」と呼 ばれるものが、かな

り高い韻 文性 をもつ ことがうかがわれる。
64佐藤 信 夫『レトリック認 識』

、講 談 社、1992年 、142頁 。
ss SW13:208f

.
66マックス ・リュティ『昔話 その美 学 と人 間像 』

、小澤 俊夫 訳 、岩 波 書店、1985年 、170頁 、ならび

に同『昔 話の解釈 』、205頁 。
67類似 の型 をもつ挿 話 が連 鎖 していくメル ヘ ン性の顕著 な例 として

、》lch habe nichts《(SW5:123

ff.),》So, dich hab ich!《(SW5:147ff.),》Helbling《(SW5:162ff.)を 参照 。
68リュティ『昔話 その美 学 と人 間像』

、206頁 。
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が な い。ある意 味 の 極 か ら別 の極 へ 跳 び移 ることを、際 限 な く、くり返 す ので ある。

しか し、なぜ 終 わ りは 来 て はな らない の だ ろうか 。「終 わ るということは 、それ 自体 、酷 い こ

とだ 」69と彼 は 言 う。旧約 聖 書 の サ ウル とダ ヴィデ の 物 語 を再 話 した 散 文 に は 、ダ ヴィデ に

対 して 疑 心 暗 鬼 に な るサ ウル 王 の 一 方 で 、聖 書 に記 され た 結 末 、つ まりや が て新 しい 王

になるという結 末 だ けを 「わ た しは 恐 れ るich f�chte」70と こぼ す ダ ヴィデ の 姿 が ある。ま

た 盗 賊 小 説 を 気 取 つた 散 文 『悪 党 とい い な ず け』は 、男 の 暴 力 的 態 度 にマ ゾ ヒス ティック

な快 楽 を感 じる「い いな ず け 」が 、暴 力 を受 け ることによって さらに美 しさを増 して い く様 子

を描 いた 後 、こう結 ん で いる。

  人 生 に お い て は 、もし何 の恐 れも心 に 忍 び 入 っ てこな い場 合 、衰 弱 して しま

  うことが ある― 方 で 、恐 れ とい うもの は 、活 気 づ けることがで きる。

  (SW20:188)

何 の 「恐 れ 」も強 制 もない ところ には 、の っべ らぼ うな 空 無 があ るだ け だ ろう。物 語 とい う

定 め の 支 配 を受 けて い るヴァル ザ ー の 二 次 性 の世 界 に お い て は 、そ の 行 く末 を 「恐 れ る」

ことが 生 の形 式 で ある。物 語 の 結 末 とい う定 め は 、物 語 の律 動 を維 持 す るため にこそ 、常

に先 送 りされ なけれ ば な らな い。しゃ べ り続 け ることで こそ 、その しゃべ り自体 を最 終 的 に

は無 化 す る幸 福の 結 末 に、す なわ ち言 語 的 な響 きの 悦 惚 へ と無 限 に 接 近 してい くことが

で きるか らで あ る。死 とい う結 末 の 周 りを迂 回 し続 け るか らこそ生 きて い られ るとい う、生 の

相 対 的 な在 り方 が ここで 逆 説 的 に 言 わ れ て い る。

  もしきみ が 、本 質 的 なもの の真 っ只 中 にい るな ら、さらに きみ はどこへ 向 か つて

   行 けるとい うのか?

  少 しだ け脇 の ほうに(nebens臘hlich)い るか らこそ 、肝 心 の 所 が

   (Hauptsach')ぼ くの 手 を逃 れ てい くことは な いの だ か ら。(SW13:210)

二 行 連 句 という対 照 的 遊 戯 の なか で 、生 の 対 照 的 か っ 相 対 的 な在 り方 が 表 現 され て い

る。しか し言 葉 は 、や がて は 意 味 の はざま の振 動 を通 り抜 け 、結 末 の 「不 安 」か ら解 き放 た

れ て 、ある 「自 由 」へ と行 きつ くことが 求 め られ る。そ れ は 幸 福 の 結 び の成 就 の 時 で あ り、

se SW16:300 .
70SW16:224 .

                 -76―



すなわち語りの声の響き終えた、死のように静―かな空無の場所であるだろう。

  言葉が与えられているのは

  貼りついて離れない不安から

  信頼のなかへ 自白のなかへわたしたちを漂わせるため

  わたしたちの互い合い(Gegenseitigkeiten)を 求めていくため(SW13:160)

 結末の時まで、対照性の漂いのなかで「待っこと」η、相対性の揺れのなかへ自虐的な

までに 自分を曝していく過程は、ヴァルザーにとっての生そのもの、いわば「日常という黄

金」であつた。欠如 している、向かい合うべき半分を求めての際限のない運動は、語りの

なかに、いつしか「笑い」という快感をもたらすかもしれない。それは言語に縛られた人間

の、言語の揺れに身をまかせた極 めて神経的な笑いである。ヴァルザーの散文に特徴

的な滑稽みは、そこに由来している。そして表層的には陳腐で無意味に見える言葉の対

比の下に、言語の定め、物語の拘束への厳しい自覚をヴァルザーは抱えている。彼の言

語遊戯は、「何の意味もない」かもしれぬ世界の虚無性と背 中合わせの遊戯である。

  日常という黄金が、わたしには一 にして全なのです。確かな形でひとが所有

  できるのは、ただそのひとに欠 けているものだけです。というのも、それを求め

  なくてはならないのですから。求めることのなかで彼は生きています。全ての

  ひとが何かを求めています。/互 いにわたしたちが笑い飛ばし合うことは、ひ

  ょつとしたら何の意味もないことなのかもしれません。しかしとにかく、ひとは笑

  うのが好きなものです。(SW18:307)

ヴァルザーは雪の情 景をたびたび描いていた。72降り積もる雪は、地上のあらゆる対立

をすべて一つの 白色の沈黙のなかに閉じこめてしまう。意味の極から極へと、対照法を

駆使して言葉の演技を繰り広げ、ナンセンスに接近する撞着語法の羅列の果てに、ヴァ

ルザーの言語遊戯は純粋な響きの慌惚に変容していくようにみえた。その移行の果ての

世 界は、この静かな雪の風景のなかに暗示されているのかもしれない。

71SW20:404 .
7s SW5:161 , SW9:129ff. und SW16:64f.
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Uber die Nacherzählung von Trivialromanen und Märchen 

                bei Robert Walser 
        —Überlegungen zur Rhetorik des Parallelismus 

                                YOSHIDA Takao 

 Die Prosastücke Robert Walsers sind aufgrund von verschiedenen Vor-

lagen geschrieben. In diesem Sinne kann man den Schweizer, der in 

seinen Werken auf gegebene Diskurse nicht verzichten kann, einen 

Prosaiker auf zweiter Stufe nennen. 

 Seine Nacherzählung ist meistens mit dem rhetorischen Mittel des 

Parallelismus durchdrungen. Die Beispiele, bei denen Walser als Vorlage 

Trivialromane und Märchen benutzt, sind sehr kennzeichnend dafür. 

 Walser, der als eine Art Feuilletonist in enger Beziehung zu den Massen-

medien wie Zeitungen und Zeitschriften stand und sich in einer "Werk-

statt des Alltäglichen" in seinem Element zu fühlen meinte, wollte 

anhand trivialer Vorlagen den "Alltag" im besonderen Sinne darstellen: 

d.h. die Welt als ein Netz von gegebenen, vorexistierenden Diskursen, 

wobei er auch betont, daß dieses sprachliche Netz stark kontrastiv 

strukturiert ist und daß die Menschen als sprachbedingte Existenzen vom 

diskursiven Netz manipuliert werden. 

 Die Trivialliteratur ist ein typischer Diskurs, der voller klischeehafter 

Kontraste und Kitsch ist. Walser sieht das keineswegs als ein Defizit an, 

sondern interessiert sich gerade für die figurative Schönheit der reinen 

Kontraste. Er hält nichts vom geläufigen Unterschied zwischen der 

sogenannten hoch-elitären und der nieder-trivialen Literatur, sondern der 

Kontrast an sich, der jeweilige Diskurse durchzieht, entzückt ihn, so daß 

er neben den trivialen Texten auch die Werke von F. Schiller für seine 

Nacherzählung nutzbar gemacht hat. Walser bevorzugte Schiller sozu-
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sagen als Kitschautor. 

 Um den Kontrast der alltäglichen Diskurse hervorzuheben, ist der 

Parallelismus das geeignetste Darstellungsmittel. Indem die kontrastiven 

Ausdrücke aufgrund vom Prinzip des Parallelismus aneinandergereiht 

werden, wollte sich Walser der der Sprache immanenten Lebendigkeit 

bedienen. Die reinste Form dieser sprachlichen Kontrastivität konnte vor 

allem in dem Couplet verwirklicht werden, das Walser oft in seinen 

Gedichten angewendet hat. 

 Bei der Nacherzählung von Märchen, die auch als stark kontrastiv 

strukturierte Diskurstypen bezeichnet werden können, will er gerade das 

Ende der Vorlage inhaltlich umgehen. Das sogenannte Happy-End wird in 

Walsers Text nie oder nur ironisch erwähnt, weil er weiß, daß die Diskurse 

im Alltag immer fragmentalisch bleiben müssen. Nur indem er das 

inhaltliche Ende vorschiebt, kann er das Spiel der Parallelismen weiter 

fortsetzen, was für ihn auch bedeutet, daß die menschliche Existenz nur 

durch das Vermeiden des endgültigen Todes den relativen Prozeß des 

Lebens beibehalten kann. 

 Übrigens wollte Walser auf den endgültigen Punkt des Nacherzählens 

nicht ganz verzichten. Wenn sein Sprachspiel des Kontrastes sich radikal 

entwickelt und sich dem Unsinn nähert, scheinen die Worte in eine 

sinnliche Extase umzuschlagen, die jenseits der Bedeutung steht und nur 

akustisch schön klingt. Wenn man in Betracht zieht, daß das Märchen 

überhaupt die Struktur der Umkehrung hat und als ein dem 

Menschenleben typischer Werdegang anzusehen ist, so kann man 

schließen, daß Walser nach diesem elementaren Prinzip des Märchens 

irgendwann alle seine Worte in ein sinnliches glückliches Ende zu ver-

wandeln versuchen wird. Bestimmend sind immer die vorexistierenden 

Diskurse. 
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